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　動詞連用形と動詞から成る日本語の複合動詞は、表面構造は皆同じでも前半部分の連用形（前項）
と後半部分の動詞（後項）の意味的役割や関係を見ると、大きく５つのタイプ、さらに細分化して10
のタイプに分類することができ、タイプごとに前後項の結合の融通性にも差が見られる。
　中でも意味の上で、前項と後項がほぼ対等に結合していると思われるタイプと、前項が支配的で後
項がそれを修飾していると思われるものにおいては、後項の単独時に持っていた文字通りの意味が複
合動詞内部では変化して、後項としての特殊な意味を持つことがよくある。この意味変化の過程を、
我々の持っているイメージの広がり、比喩的な転義、展開として捉え、複合動詞の性質と意味の多様
性を探る。
Japanese has compound verbs of two verbal constituents. (V1+V2)
            V1      +        V2
tabe -- hajimeru tebehajimeru
nage -- komu nagekomu
uri -- aruku uriaruku
okuri -- todokeru okuritodokeru
   The first constituent V1 is a non-finite (verb) form called ‘renyoukei’, and the second constituent V2 conjugates
in the same way as an ordinary verb. These compound verbs can be categorized into ten types on the basis of the
semantic structure and relationship between the two constituents.
   If a verb is used as V2 in compound verbs, it sometimes has idiomatic meanings which the verb does not have
when it functions alone as an ordinary verb. We assume that the idiomatic meanings of V2 are the result of some
semantic changes supported by the image schema –  the expansion, development and shift of our image.
   In this thesis, we study the features of the ten types of compound verbs, the process of the semantic changes of
V2 and the correlation of each type with accompanying semantic changes.
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はじめに
　本稿では一般的に複合動詞と呼ばれる語群の中から、下に挙げるような動詞連用形と動詞からなる
ものを取り上げ、特にその意味の面の考察を行う。日本語における“複合動詞”という名称は、動詞
に何か他の要素が各々結合したもの（例えば、動詞連用形、助動詞、補助動詞、形容動詞、名詞など）
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全体を指す場合もあるが、ここでは、動詞連用形＋動詞の型のみを扱い、それを複合動詞、またはｃ
ｖと呼ぶこととする。
　　動詞連用形　＋　動詞　＝　複合動詞（ｃｖ）
　　　食べ　　　　　始める　　　食べ始める
　　　投げ　　　　　込む　　　　投げ込む
　　　殴り　　　　　合う　　　　殴り合う
　　　売り　　　　　歩く　　　　売り歩く
　　　送り　　　　　届ける　　　送り届ける
　　　引き　　　　　払う　　　　引き払う
　ｃｖは、評論、論文、専門書等の知的水準が高く堅い文章から、報道、演説、広告関係のもの、日
記、手紙、日常的な文や会話、特定分野でのみ使われる専門用語や俗語に至るまで幅広く用いられて
いるが、複合語の一種であり、二つの要素を結合させて何らかの意味を表現しようとしたものである
と思われる。しかし、その結合は連用形の前半部分と残りの後半部分との単純な連結ではなく、両者
の結合関係には幾つかのパターンが見られる。またその中で、特に後半部分には、様々な意味変化が
観察され、我々が複合動詞を使用する際のイメージの展開――同じ後半部分を比喩的に転義させて行
くことにより、より多様で豊かな表現を作り出そうとする意図――が見て取れる。
　ここでは、そのような複合動詞の意味形成の特徴と性質を、‘イメージの展開’として認知意味論的
な立場から見ることも含めて探って行きたいと思う。
　表面上は前項連用形と後項という同じ形をしているｃｖも、その性質が一様ではないことは以前か
ら指摘されて来た。前項と後項との関係を見たり、何らかの判断基準を設け、主として３～４個のグ
ループにｃｖを分類し、その性質を分析することも行われている。
　新美、山浦、宇津野（1987）では、ｃｖは４種に分類されているがそれをまとめる。
　（1）　Ｖ１＋Ｖ２　両動詞とも主動詞で、各々単独で用いられる時と同じ意味、文法的性質を持つ。
文法的には両動詞は対等の関係にある。NPは文法的に前項あるいは両動詞と一
致しＶ２の直前に語句を挿入することはできない。Ｖ１をテ型に変形してＶ２に
接続することができ、普通、結合体全体が敬語化の対象となる。「金庫を持ち出す」
　（2）　Ｖ１＋ｖ２　ｖ２は補助動詞で、Ｖ１を修飾、限定する。文法的特徴はＶ１にあり、ＮＰはＶ
１と結び付きｖ２の直前に語句を挿入することはできない。この形では、ｖ２が
自動詞（用法）なら前項動詞が、他動詞（用法）なら統合的に全体が敬語化の対
象となる。
　「面白くて、本を一気に読みとおした」
　 　「おいしかったので、ついケーキを食べすぎました」
　 　ケーキを食べた
　 ＊ケーキをすぎた
　 自動詞用法「お食べになりすぎた」
　 他動詞用法「おやり直しになった」
　（3）　ｖ１＋Ｖ２　ｖ１がＶ２の表す意味内容を補助し、修飾する。文法的な特徴はＶ２にあり、Ｎ
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ＰはＶ２と一致する。全体が敬語化の対象となる。
　 「彼は、まだ元気に立ち働いている」　元気に働く
　 　　　　　　　　　　　　　　　　  *元気に立つ
　 「早くその事をとり決めよう」　その事を決める
　 　　　　　　　　　　　　　 *その事をとる
　（4）　ｖ１＋ｖ２　両動詞はお互いに補助し合い、文法的にも、意味の上からも、一つにまとまった
結合体として働き、単独で用いられるときと違った、新しい意味を表す慣用的用
法。ｖ１、ｖ２とも単独ではＮＰと結び付かず敬語体は統合的に全体を対象とす
る。
　 「刑事はついに犯人が隠れている家をつきとめた」
　 「彼は、なおも委員長にくいさがった」
　 ＊委員長にくう
　 ＊委員長にさがる
　この４グループへの分類は、細部での違いはもちろんあるものの、寺村（1969）での前項、後項が
「自立語として独立に使われる時の意味がそのまま保持されているか、否か」による四分類、山本
（1984）での両項の格関係によるⅠ類～Ⅳ類の分類と各々対応し、共通する点が見られる。
　（1）　自立Ｖ　＋　自立Ｖ　「持チ上ゲル」
　（2）　自立Ｖ　＋　付属Ｖ　「走リ込ム」
　（3）　付属Ｖ　＋　自立Ｖ　「トリ押サエル」
　（4）　付属Ｖ　＋　付属Ｖ　「トリナス」
　Ⅰ類　前項にも後項にも格支配関係が認められる　「泣キ叫ブ」
　Ⅱ類　前項に格支配関係あり「静マリ返ル」
　Ⅲ類　後項に格支配関係あり「打チ重ナル」
　Ⅳ類　前項、後項ともに格支配関係が認められない「取リ乱ス」
　また、田辺（1996）では「その構成する動詞の辞書的意味が複合動詞形成後も、どの程度生きてい
るかによって、大きく次の三種類に分類される。」とされている。
１）複合動詞を構成するふたつの動詞のそれぞれの辞書的な意味が生かされているもの「たたきこわ
す」―――意義素融合型
２）複合動詞の前半の動詞である前項動詞が、接頭辞化しているもの「取り決める」
３）複合動詞後半の動詞である後項動詞が、接辞化しているもの「読み切る」―――文法化型
　本稿での分類法は基本的にこれらの分類法と矛盾するものではないが、他のｃｖと較べて顕著な特
徴が見られる後項、始める、続ける、終える、終わる、過ぎる、を相ｃｖと呼んで独立グループとし、
残りを４グループに分けた上で、各グループを前後項の意味関係や役割によってさらに下位グループ
に分けることを試み計 10種にｃｖを分類した。（第Ⅰ章）
　次にｃｖの意味的な性質の記述であるが、新美、山浦、宇津野（1987）では、主として後項の役割
によって時間相を表すもの（動詞原型＋はじめる、だす、かける、など）、空間相を表すもの（動詞原
型＋いれる、こむ、かえす、など）、様相、程度を表すもの（動詞原型＋とおす、なおす、わすれる、
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など）があるとされている。田辺（1996）では、空間相を表す後項が時間相、または程度等を表すも
のに移行する変化を「文法化」と呼びその過程について検討を加えているが、後項動詞の単独で用い
られるときの（自立的）意味がｃｖ内で変化することは「抽象化、接辞化、補助動詞化」などとも呼
ばれ、様々な分析がなされている。斎藤（1985）、（1988）では、後項「返す」、前項「引く＋～」のそ
の種の変化が扱われている。
　また、語構造分析の立場では、石井（1983）が「複合動詞は、主体の〈動作〉を表す素材単位と、
主体あるいは客体の〈変化〉を表す素材単語との組み合わせの上に、その語構造を作り上げていると
考えられる。」と述べて、「―ている」という形を取った場合に表される意味、主体と客体の動作を表
すか、変化を表すか、自動詞か他動詞か、での基準で動詞を６種に分け、ｃｖの前後項にその６種の
動詞がどのような組み合わせで来るかを分析している。さらに前項と後項が自動詞か、他動詞か、と
いう視点でｃｖ結合の可能性を探ったものでは西尾（1982）、須賀（1983）もある。
　本稿では、上述の 10種の分類に、後項の持つ時間、空間移動、様相、程度等の性質、及び前項の性
質と両項の意味関係が含まれる形になっているが、従来「接辞化」等と呼ばれてきた後項の意味変化
については、特に多義のよく用いられる後項において、それが多く、また多様に生じている点に着目
した。山梨（1995）は「われわれは、外部世界の対象に関し何らかのイメージをつくりあげ、このイ
メージを介して外部世界の対象を把握している。イメージは、具体的な経験に基づいて形成される心
的表象の一種である。われわれは、具体的な経験によって形成されたイメージを介して対象を把握し
ているだけでなく、状況によっては具体的なイメージを拡張し、この拡張されたイメージを介してよ
り抽象的な対象を理解している。」と述べており、レイコフ（1993）は‘over’の多義性をイメージス
キーマの展開として分析しているが、ｃｖの意味形成にもイメージスキーマがあり、接辞化の過程に
ある種のイメージの拡張や展開があるのではないかと思われる。第Ⅱ章、第Ⅲ章ではこれに関する考
察を行う。
　（本文中（大辞）は『大辞林』三省堂から、（旺文）は『旺文社　国語辞典』から例文を参照したこ
とを示す。）
Ⅰ．複合動詞の前項と後項の関係
　ｃｖは、以下に述べるａ～ｄのように、‘歩く、食べる、走る’のような普通の一語動詞と統語上は
ほとんど変わらない性質をもつ。
　ａ．時制変化や活用は全体にかかる。
　　トビアガル
　　トビアガッタ　 ＊トンダアガッタ
　　トビアガルダロウ　 ＊トブダロウアガルダロウ
　　トビアガラナイ　 ＊トバナイアガラナイ
　　トビアガレバ　 ＊トベバアガレバ
　ｂ．受け身形や使役形も全体にかかる。
　　オイハラウ
　　オイハラワレル　 ＊オワレルハラワレル
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　　モミケス
　　モミケサセル　 ＊モマサセケサセル
　ｃ．前項と後項の間に何か他の語や文を入れることはできない。
　　　そんなにわめきたてるんじゃない。
　　＊わめきそんなにたてるんじゃない。
　　　倒産した会社の在庫を売り払う。
　　＊倒産した会社の売り在庫を払う。
　　　私は待ちくたびれてしまった。
　　＊待ち私はくたびれてしまった。
ｄ．すべてとはいえないが、ある程度の数のｃｖが分離されずにそのままの形で国語辞典に載せられ
ている。
　ｃｖは表面上、動詞連用形＋動詞という共通の連鎖を持っており、二つの要素を結合させ、複合形
態にすることによって各々の要素の合算的意味を基本的には一語で表現しようとしたものと考えられ
る。しかし、その意味の面を考えると連用形の前半部分（以下前項と呼ぶ）と動詞の後半部分（以下
後項と呼ぶ）の性質と関係は一様ではなく、ｃｖ全体が持つ意味も両項の意味の単純な組み合わせと
いうことですべてが説明できるとは限らない。
1. 1　アスペクトｃｖ（以下相ｃｖと略す）
　後項が前項にある種のアスペクト性を付加する四つの後項（始める、続ける、終わる、終える）と
‘過度に～する’ことを表す‘過ぎる’は非常に多くの前項に広範囲に結合することができる。
　例　読み始める 取り終える 飲み終わる
　　　走り続ける 食べ過ぎる
　アスペクトに類するものを前項に付加する後項は他にも見られるが、結合できる前項は比較的限ら
れたものになる。それに対し最初の四つの後項および‘過ぎる’は、前項の意味内容と相容れないも
のであったり、前項がすでにそのアスペクト性を何らかの形で持っていて、重ねて後項を結合させる
ことが奇異である等の場合を除いてかなり自由に任意の前項に結合させて使うことができる。
　例　＊老い続ける ＊尽き終わる ＊兼ね終わる
　　　＊満ち続ける ＊果て終わる
　　　＊分かり続ける ＊忘れ終わる
　この相ｃｖは、‘お～になる’という尊敬の形、受け身形、使役形を前項のみにかけることが、
（時として多少不自然であっても）できる場合がある。
読み始める　 　お読みになり始める　 　お読み始めになる
走り続ける　 　走らせ続ける　 　走り続けさせる
取り終わる　 ？取られ終わる　 ？取り終わられる
取り終える　 ？取られ終える　 ？取り終えられる
食べ過ぎる　 　食べさせ過ぎる　 ？食べ過ぎさせる
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　相ｃｖ以外のｃｖは前項と後項を分解して各々単独で元の文に埋め込むという「埋め戻しテスト」
を行うことによってその性質の差を明らかにすることができる。ここでは大きく四つのグループに分
けることにする。
1. 2　ｃｖの中で前項が主導的役割を果たしていると思われるもの
　このｃｖは埋め戻しテストを行うと、前項はある程度、ｃｖが完全な形で入っていたときの文の意
味を保持しながらその文を成立させるが、後項だけでは文が成立しないか、極めて不自然な、または
まるで意味の違う文になってしまう。この種のｃｖ（以下主補ｃｖと呼ぶ）では前項が意味の上で主
たる役割を持っており、後項は補助的な役割を持っていると思われる。
　（1）　彼の話を聞いて呆れ返った。 （2）　何だか朝から立ちっぱなしで疲れ切ってしまって。
　　　  彼の話を聞いて呆れた。 　　  何だか朝から立ちっぱなしで疲れてしまって。
　　  ＊彼の話を聞いて返った。   　＊何だか朝から立ちっぱなしで切れてしまって。
　（3）　大きな声で読み上げた。　 （4）　即刻部下を呼びつけた。
　　　  大きな声で読んだ。　　　 　  　即刻部下を呼んだ。
　　  ＊大きな声で上げた。　　   　＊即刻部下をつけた。
　（5）　彼等の買い付けるものはみんながらくたさ。（6）　よく話し合えば分かることだと思います。
　　  　彼等の買うものはみんながらくたさ。　　　 　  　よく話せば分かることだと思います。
　　  ＊彼等の付けるものはみんながらくたさ。　　   　＊よく合えば分かることだと思います。
　（7）　パリでブランド品を買いまくるOLたち
　　　  パリでブランド品を買うOLたち
　　  ＊パリでブランド品をまくるOLたち
　例　転がり込む 乗り損ねる 怒鳴り散らす
　　　殴り返す 歌い切る 植え直す
　主補ｃｖは独立性の低い後項が独立性の高い前項に対してどのような役割を担っているかを見るこ
とによって二つの下位グループにさらに分けられる。
〈１〉前項の意味内容を強調して、“しっかりと、かなり、すっかり、完全に、極限まで”というよう
な意味を付け加えたり、最後まで、完成するまで、前項を行うことを表現するもの。（主補完遂型）
　　　　すくみ上がる 縮み上がる　 晴れ上がる
　　　　呆れ返る　 静まり返る　 しょげ返る
　　　　渇き切る　 頼り切る　 曲がり切る
　　　　黙り込む 冷え込む　 老け込む
　　　　語り尽くす　 取り尽くす　 焼き尽くす
　　　　言い通す　 投げ通す　 走り通す
　　　　考え抜く　 振り抜く　 守り抜く
　　　　枯れ果てる　 困り果てる　 疲れ果てる
〈２〉前項の意味内容が、どのように（いかなる状態で、どのような様態で、どのような方法で）なさ
れるかを説明するもの。（主補様態型）
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殺し合う　 互いに殺す
歌い上げる　 大きい声で朗々と歌う
通り合わせる　 たまたまその場を通る
禿げかかる　 少し禿げ始めている
こぼれかける　 もう少しでこぼれそうである
聞きかじる　 少しだけ、あまり正確にではなく聞く
負け越す　 ある限度を越えて負ける
乗りこなす　 巧みに乗る（大辞）
燃え盛る　 盛んに燃える（大辞）
買い足す　 すでに買ったものに加えて買う
並べ立てる　 一つ一つ並べる（大辞）
見せつける　 これみよがしに見せる
問い詰める　 本当のことを言うまで厳しく問う
植え直す　 もう一度、別の場所に植える
生き延びる　 危険な状態を脱してその後も生きる
言い張る　 あくまでも主張して言う
読みふける　 夢中になって、他のことは忘れて読む
稼ぎまくる　 どんどん、次から次に稼ぐ
生み分ける　 男と女を選んで生む
　ここでの後項は形の上では動詞であるが、実際は、すでに動詞としての元々の意味からは離れた“副
詞”として機能しているように思われる。なぜなら上記のように後項の部分を副詞句や副詞節に書き
換えてｃｖ全体の意味を説明できることと、後項単独が持つ文字通りの本来の意味がｃｖ全体の中で
は薄くなったり限定的になって（言い換えればかなり比喩的に変化して行って）いる例が多く見受け
られるからである。例えば、‘聞きかじる’と言っても実際に何かに歯を立てているわけではないし、
‘言い張る’と言っても何か薄いものを引っ張ってたるまないようにするわけではない。同じことが
‘歌い上げる’や‘問い詰める’でも言える。逆に言えば、この後項の副詞性と比喩性が、埋め戻しテ
ストにおける後項単独での文不成立の大きな原因であり、主補ｃｖの特徴であると考えられる。
1. 3　ｃｖの中で前項と後項がほぼ同等の力関係を持っていると思われるもの
　埋め戻しテストでは両項ともに文が成立する。この種のｃｖでは、両項がほぼ同等の力関係で結合
し、両項のおおむね二つの意味が重ねられたり、同時にもしくは相次いで行われたりすることを表し
ていると考えられる。（以下主主ｃｖと呼ぶ。）
　（8）　彼女は父の死を嘆き悲しんだ。
　　　  彼女は父の死を嘆いた。
　　　  彼女は父の死を悲しんだ。
　（9）　夜空には数え切れないほどの星が光り輝いている。
　　　  夜空には数え切れないほどの星が光っている。
　　　  夜空には数え切れないほどの星が輝いている。
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　（10）　一匹の狐が罠にかかってもがき苦しんでいた。
　　　　一匹の狐が罠にかかってもがいていた。
　　　　一匹の狐が罠にかかって苦しんでいた。
　（11）　祖父が亡くなる数日前に言い残した言葉が忘れられない。
　　　　祖父が亡くなる数日前に言った言葉が忘れられない。
　　　　祖父が亡くなる数日前に残した言葉が忘れられない。
　（12）　その重い扉を押し開けたのはヘラクレスだった。
　　　　その重い扉を押したのはヘラクレスだった。
　　　　その重い扉を開けたのはヘラクレスだった。
　（13）　公一はわたしと兄とを見比べて、次のように言った。
　　　　公一はわたしと兄とを見て、次のように言った。
　　　　公一はわたしと兄とを比べて、次のように言った。
　例　跳び跳ねる 投げ捨てる 撃ち殺す
　　　積み重ねる 食べ残す
　　　送り届ける 拭き取る
　主主ｃｖは埋め戻しテストでもわかるように両項の独立性が高く、本来二つの動詞で表す内容を複
合形式で効率よく表現しようとする傾向がみられるが、以下の三つの下位グループに分けられる。
〈１〉前項と後項が同義、類義関係にあり、似たような内容の二つの動詞を畳語的に重ねることによっ
て強い印象を与えようとするもの。（主主畳語型）
折り曲げる　 誉めたたえる みなぎりあふれる
消え失せる　 光り輝く 忌み嫌う
耐え忍ぶ　 嘆き悲しむ 問い質す
積み重ねる　
〈２〉 前項と後項の間に顕著な同義、類義性は認められないもの。多くの場合‘～して～する’のよ
うな書き換えが（元のｃｖより不自然にはなるが）可能である。（主主非畳語型）
金魚を売り歩く　 金魚を売って歩く
熊を撃ち殺す　 熊を撃って殺す
扉を押し開ける　 扉を押して開ける
枝を切り落とす　 枝を切って落とす
たばこを投げ捨てる　 たばこを投げて捨てる
崖を転がり落ちる　 崖を転がって落ちる
ほこりを吹き飛ばす　 誇りを吹いて飛ばす
焼けただれた皮膚　 焼けてただれた皮膚
攻め滅ぼされた民族　 攻められて滅ぼされた民族
〈３〉前項が後項の範囲を動詞としての性格を保ちながら限定しているもの。
　　‘使い慣れる’＝‘使うことに慣れる’、‘読み忘れる’＝‘読むことを忘れる’のように前項を名
詞化して‘を’や‘に’をつけて解釈することができるｃｖで、何に慣れたのか、何を忘れたのか、
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の‘何’の部分を前項が動詞として説明するという特殊な形式になっている。‘乗り遅れる、出し渋
る、読み忘れる’のように後項が前項の内容を否定的するもの（乗り遅れたら乗っていない、出し
渋ったらなかなか出さない、読み忘れたら読んではいない）も見られる。
聞き飽きる　 聞くのに飽きる
攻め倦む　 攻めるのに倦む
言い誤る　 言うことにおいて誤る
乗り遅れる　 乗るのに遅れる
出し惜しむ　 出すのを惜しむ
出し渋る　 出すのを渋る
使い慣れる　 使うのに慣れる
押し間違える　 押すことで間違える
読み忘れる　 読むのを忘れる
売れ残る　 売れずに残る
1. 4　前項、後項ともに単独で元の文に埋め戻しても文が成立しないか、両項の結合したｃｖの持っ
ていた意味もほとんど保持できないもの（以下補補ｃｖと呼ぶ。）
　結合して初めて正当に機能できるようになる。
　（14）　よくこんなときに落ち着いてものが食べられるね。
　　　＊よくこんなときに落ちてものが食べられるね。
　　　＊よくこんなときに着いてものが食べられるね。
　（15）　私は彼がそのように取り乱したのを見たことがなかった。
　　　？私は彼がそのように取ったのを見たことがなかった。
　　　？私は彼がそのように乱したのを見たことがなかった。
　（16）　ついにやつの居場所を突き止めたぞ。
　　　＊ついにやつの居場所を突いたぞ。
　　　＊ついにやつの居場所を止めたぞ。
　（17）　交通違反を取り締まる。
　　　＊交通違反を取る。
　　　＊交通違反を締まる。
　例　引き立つ 当てこする
　　　割り振る 取り乱す
　補補ｃｖは両項の文字通りの意味が全体に直接に反映されることがもっとも少ないｃｖである。結
合によってある種独特の意味が新たに形成されるためどちらかの項が主導権を取るとか、二つの行為
が含意されるということはほとんどなく分解による分析が難しくなる。例えば主補ｃｖの‘呼び付け
る、投げ捨てる’の場合、そのやり方は別として、少なくとも誰かを呼んだり何かを捨てることは行
われるが、誰かの居場所を‘突き止めた’と言ってもその人を手で突く、その人の動きを実際に手で
止めることは普通起こらない。落ち着いている人に物の落下、到着、接着が起こる、取り乱している
人が何かを手に取ったり乱すわけでもなく、それぞれ発見する、安定する、動揺することを全体で表
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わす。先に主補ｃｖの後項が副詞的で本来の意味からは少し離れていることを指摘したが、補補ｃｖ
はある意味では両項が結合して全体でまた新たな意味を表しているとも言えるだろう。
1. 5　ｃｖの中で後項が主導的役割を果たしていると思われるもの
　このｃｖは埋め戻しテストを行うと、後項はある程度、ｃｖが完全な形で入っていたときの文の意
味を保持しながらその文を成立させるが、後項だけでは文が成立しないか、極めて不自然な、または
まるで意味の違う文になってしまう。この種のｃｖ（以下補主ｃｖと呼ぶ。）では後項が意味の上で主
たる役割を持っており、前項は補助的な役割を持っていると思われる。
　（18）　太郎は何度聞いても押し黙ったままだった。
　　　＊太郎は何度聞いても押したままだった。
　　　　太郎は何度聞いても黙ったままだった。
　（19）　メンバーを差し替えて試合にのぞむ。（大辞）
　　　＊メンバーを差して試合にのぞむ。
　　　　メンバーを替えて試合にのぞむ。
　（20）　犯人をその場で取り押さえました。
　　　＊犯人をその場で取りました。
　　　　犯人をその場で押さえました。
　（21）　思わず天を振り仰ぐ。
　　　＊思わず天を振る。
　　　　思わず天を仰ぐ。
　（22）　漏れ聞くところによりますと、、、
　　　＊漏れるところによりますと、、、
　　　　聞くところによりますと、、、
　例　繰り入れる 立ち遅れる 掻き曇る
　　　打ち勝つ 取り囲む 引き起こす
　補主ｃｖの前項は少数の例を除いてほぼ以下の六つに限られ、その意味も主補ｃｖの後項程多様で
はない。ただし、これらの前項を取るｃｖがすべて補主ｃｖに分類されるわけではない。
　　打ち～ 差し～ 立ち～
　　掻き～ 引き～ 取り～
　　（押し～　　思い～　　繰り～　　振り～等にも少数例あり）
〈１〉後項に‘強く、完全に、すっかり、ひどく、たくさん、大きく、速く’、などの意味を付け加え
て強調したり後項をそれ単独より形式ばった文語的な、古めかしい感じにするもの。（補主強形
型）
　例　打ち続く 掻き曇る 掻き消える
　　　差し仰ぐ 差し控える 立ち至る
　　　立ち働く 取り散らかす 取り紛れる
　　　引き締まる 引き続く 引き連れる
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〈２〉後項をそれが単独で用いられるよりも抽象化し抽象度の高い主語や目的語を取れるようにするも
の。後項単独時に無理なく取れていた具体物の目的語は前項が付いたことで取りにくくなるか取
れなくなる。（補主抽象型）
　　　机の上に卵を立てられますか。
　　＊机の上に卵を打ち立てられますか。
　　＊素晴しい記録を立てた。
　　　素晴しい記録を打ち立てた。
　　　電車が遅れた。
　　＊電車が立ち遅れた。
　　　社会資本の充実が遅れる。
　　　社会資本の充実が立ち遅れる。（大辞）
　　例　打ち勝つ　　打ち切る　　　打ち砕く
　　　　打ち消す　　打ち破る　　　立ち消える
　　　　取り扱う　　取り入れる　　取りまとめる
〈３〉後項の意味を限定、特殊化、専門的にするもの。（補主専門型）
　例　差し押さえる　（単に押さえるのではなく）行政法上、租税の滞納処分の一段階として滞納者の
財産の処分を禁止する（大辞）ようその人の財産を押さえること
　　　差し戻す　　　（単に戻すのではなく）上級審が原判決を取り消しまたは破棄して審理をやりな
おさせるため、事件を第一審または控訴審議に（大辞）戻すこと
　　　取り押さえる　（単に押さえる、調べる、逃がすのではなく）警察が主として犯人を逮捕しよう
として押さえる、容疑者を犯人かどうか調べる、逮捕できずに逃がしてしまう
こと
　　　取り分ける　　通常分けるのは大皿に盛られた料理でそれを各人の皿に分ける
　　　引き合わせる　（単に何かを合わせるのではなく）通常その後二人の人がある程度の親交を持て
るように紹介する
　この章で述べたｃｖの分類を次図にまとめる。








　　　敵が迫っていた。
　？？敵が差し迫っていた。
　　　約束の日時が迫っていた。
　　　約束の日時が差し迫っていた。
　　　電気を消す。
　　＊電気を取り消す。
　　＊前言を消す。
　　　前言を取り消す。









取り調べる
取り逃がす
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　もちろん、すべてのｃｖをこのテストによって明確に分類することは難しい場合もあり、同じ後項
のｃｖが、また時として同一のｃｖが違う種類に分類されたりするが、少なくとも表面構造上同じに
見えるｃｖが幾つかの性質の違ったグループに分けられることをここで述べておきたい。
Ⅱ．複合動詞の後項列挙とその分析
　ｃｖは両項の結合により成立するので、もし仮に 100個の前項と 100個の後項があれば、計算上は
100×100＝10000個のｃｖができることになるが実際にはそれは起こらない。結合できる項はある程
度限られていて任意の項を自由に組み合わせられるわけではないし、比較的多くの項を取ることので
きる項とそうでないものとがある。
　特に後項はほとんど制約なく多くの前項を取れるものから、特定の一つの前項しか取れないものま
であるが、多くの前項を取ることのできる後項ほどその数が少なく、逆に少ししか前項を取れない後
項ほど数が多くなる、という性質を持つ。
　そこでこの章では、絶対数の少ない後項に視点を据え、複数の辞書（大辞林〈三省堂〉、広辞苑〈岩
波書店〉、熟語林〈日外アソシエーツ〉）と筆者の判断を組み合わせる形で、登場頻度の高い 457個の
後項を選び、各々に結合可能な前項数を数えた結果を以下に挙げる。さらにその中で後項の意味変化
が顕著な、日常よく用いられる 15個については、そのプロセスを図示し別表を付した。
　ある後項にどんな前項が結合可能かの判断は、結合が通時的にも共時的にも固定されておらず、変
化する部分があることを考慮しなければならない。まず、古い日本語では可能であった結合が現在の
日本語では使われなくなっている例が見られる。ここでは現代日本語が研究対象となっているのでそ
のような例は排除することとしたいが、明らかにもう使われない古語ｃｖは別にしても、使われなく
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なりつつある古めかしいｃｖをどこまでリストに入れるかという問題がある。インフォーマントに判
断を委ねたとしてもこの種の‘古めかしい’ｃｖが受容可能かどうかの判断に年代差や個人差がでる
ことも考えられる。さらに古めかしさとは別に、普通用いられない結合も、ある特定の場面や文脈で
は許容できることがあるのと、個人のボキャブラリーや言語的直感の差からある結合が成立するかの
判断にも個人差がでることが予想される。しかし研究対象を設定するために、ある程度まで網羅され
たｃｖ例を集める必要がある。
　そこで、やはり上記の三つの辞書の見出しと筆者の判断を組み合わせて、457個の後項それぞれに
幾つ前項が結合するかを調べる手法を取った。その際、辞書に見られたとしても現在の日本語には使
われず、古典の中にのみその使用例があって受け入れにくいものは排除し、逆に辞書になくても日常
での使用が可能と思われるものは数に含めたが、ある前項と後項の結合が可能かどうかの判断には上
述の‘ゆれ’があることをここで述べておきたい。
　（別表中の○印は結合可能を表す。また図中の①、②、③、は別表中の前項の頭に付けられた番号を
意味している。①の付いた前項は図中の①に分類され、そこで述べられた性質を、②の付いた前項は
図中の②に分類されそこで述べられた性質を主として持つことを表す。）
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仰ぐ
明ける
開ける
漁る
遊ぶ
集まる
あふれる
余す
余る
歩む
荒す
争う
改める
表わす
著わす
現われる
荒れる
勇む
頂く
至る
浮かぶ
浮かべる
承る
動く
失う
失せる
写す
うつむく
売る
負う
拝む
起きる
送る
前項数１～４の後項
行う
起こる
押さえる
納める
惜しむ
踊る
衰える
おののく
覚える
及ぶ
交う
帰る
抱える
輝く
限る
隠す
隠れる
囲む
かざす
かじる
片付ける
固まる
担ぐ
悲しむ
かぶさる
かぶせる
かぶる
構える
枯れる
消える
聞く
刻む
決める
清める
嫌う
極める
喰う
くくる
崩れる
砕く
下す
くたびれる
下る
朽ちる
口説く
くねる
組む
曇る
来る
苦しむ
くるむ
くるめる
加える
越える
焦がれる
こける
焦げる
こする
堪える
好む
転がす
転がる
転げる
転ぶ
苛む
盛る
裂く
咲く
探る
叫ぶ
裂ける
支える
刺す
定める
諭す
さばく
醒ます
覚ます
さらう
騒ぐ
触る
敷く
静まる
沈む
沈める
従う
しだく
親しむ
したためる
死ぬ
忍ぶ
縛る
渋る
しぼる
締まる
示す
占める
称す
知らせる
調べる
記す
透かす
すかす
すがる
透く
すくむ
すくめる
すぐる
すさぶ
進める
済ます
住む
ずる
迫る
注ぐ
育てる
備える
そやす
揃う
揃える
絶える
倒れる
違える
高ぶる
たぎる
たくる
称える
叩く
立たせる（立たす）
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質す
畳む
漂う
ただれる
たどる
頼む
黙る
ためる
足りる
千切る
縮める
散らかる
使う
つかえる
伝える
包む
綴る
つなぐ
募る
つぶれる
詰まる
連ねる
通る
透る
咎める
解く
解ける
遂げる
届く
届ける
とどまる
とどめる
留まる　止まる
ながらえる
泣く
殴る
投げる
なずむ
悩む
習う
慣らす
並ぶ
並べる
習わす
匂う
逃がす
にじる
縫う
抜かす
濡れる
ねらう
逃す
逃れる
除く
望む
ののしる
延びる
延べる
述べる
のめす
乗る
映える
剥がす
計らう
はかる
剥ぐ
はぐらかす
はぐれる
運ぶ
挟む
はだかる
はたく
果たす
働く
離す
離れる
跳ねる
はまる
はめる
はやす
腫らす
抱える
引く
響く
広がる
広める
含める
ふける
ふさがる
振る
隔てる
へつらう
減らす
減る
ほうける
ほぐす
誇る
ほじる
干す
細る
ほどく
惚れる
滅ぼす
負かす
曲がる
紛らす
紛らわす
紛れる
巻く
撒く
負ける
曲げる
勝る
混じる
待つ
まとう
まとめる
招く
守る
迷う
まるめる
磨く
乱す
導く
迎える
剥く
向く
剥ける
向ける
むしる
結ぶ
求める
戻す
やめる
わずらう
わびる
わめく
割れる
飽きる
倦む
当たる
扱う
集める
誤る
急ぐ
受ける
動かす
移る
遅れる
下りる　降りる
重なる
重ねる
固める
前項数５～10の後項
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勝つ
兼ねる
通う
かわす
かわる
聞かす（聞かせる）
切れる
崩す
暮らす
比べる
狂う
消す
こなす
こぼす
こぼれる
こもる
壊す
下がる
締める
知る
据える
過ごす
進む
添える
そびれる
初める
違う
足す
散らかす
散る
疲れる
繕う
続く
積もる
連れる
飛ぶ
止める　留める
直る
なす
鳴らす
のく
のける
伸ばす
はずす
放す
張る
開く
広げる
伏す
伏せる
古す
増す
混ぜる
惑う
乱れる
向かう
巡らす
巡る
持つ
漏らす
別れる
割る
明かす
当てる
歩く
うつ
前項数11～20の後項
得る
置く
起こす
落ちる
下ろす
越す
こめる
殺す
下げる
去る
澄ます
添う
損じる
倒す
違う
違える
散らす
着く
継ぐ
尽くす
つぶす
詰める
飛ばす
流す
慣れる
抜ける
残す
残る
登る
果てる
放つ
払う
間違える
見る
戻す
破る
やる
寄せる
寄る
忘れる
渡す
入れる
落とす
かえる（change）
返る
捨てる
損なう
出る
通す
回す
回る
行く
分ける
渡る
上がる
合わす（合わせ
る）
入る
返す
かかる
立つ
立てる
付く
取る
直す
かける
切る
付ける
合う
上げる
込む
出す
終える
終わる
過ぎる
続ける
始める
前項数21～40の後項
前項数41～70の後項
前項数71～99の後項
前項数100以上の後項
前項数無限大の後項
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１～４個の前項を取る後項�
５～10　　〃�
11～20　　〃�
21～40　　〃�
41～70　　〃�
71～99　　〃�
100 個以上の前項を取る後項�
ほぼ制約なくほとんどの前項と�
結合できる後項�
   4後項�
10  〃�
20  〃�
40  〃�
70  〃�
99  〃�
    100～後項�
∞後項�
300�
77�
45�
13�
10�
3�
4�
5�
�
457
65.65�
16.85�
9.85�
2.84�
2.19�
0.66�
0.88�
1.09
略称� 個数� 全体に対する割合（％）�
（以下上の表中の略称を文中で用いる。）�
後項ピラミッド� ∞後項�
100 ～後項�
99後項�
70後項�
40後項�
20後項�
10後項�
４後項�
　上図からわかるように、取り得る前項数１～４個の後項が全体の約66パーセントを占めており、次
の５～10個の前項を取れる後項が約17パーセントを占めるに過ぎないことを考えると極めて特徴的
である。言い換えれば、約66パーセントの後項が無数の前項の中の一個から数個を選んで結合してい
る、とも言えるだろう。
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2. 1　上げる（揚げる）（別表１参照）
　後項　上げる　の役割と機能は　上がる　と似通っているが、結合できる前項ははるかに多い。
①　前項の表す運動や移動、およびその結果や痕跡が上の方へ向かっていることを表す。
押し上げる…上の方へ押す　　　　　　 抱き上げる…抱いて持ち上げる
投げ上げる…上の方へ投げる　　　　　 挟み上げる…挟んで持ち上げる
運び上げる…上の方へ運ぶ（２階など） 持ち上げる…持って上に上げる
見上げる…上の方を見る
なで上げる…上の方へなでる
重ね上げる　　重ねる（組む、積む）ことによって
組み上げる　　重ねた（組んだ、積んだ）ものの
積み上げる　　高さが除々に高くなって行く
②　前項の意味内容をかなりの程度まで強く、充分に、すっかり、完全に、最後まで、完成するまで、
行ったことを表す。
おだて上げる…かなりの程度までおだてる
仕立て上げる
書き上げる　　　作品の完成
作り上げる
勤め上げる…定年（最後）まできちんと勤める
練り上げる…充分に練る
ゆで上げる…生煮えではなくきちんと最後まで
焼き上げる…生煮えではなくきちんと最後まで（料理として出せるまで）
　中には　刈り上げる…えり首から頭頂部に向かって刈る
　　　　　　　　　　…すっかり刈ってしまう
　結い上げる…髪の先が上に向かうような‘アップ’の髪型にする
　　　　　　…ちゃんと結う
のように①と②の性質を併せ持つ例も見られる。
③　イディオム的、特殊化、専門化されたもしくは限定的な意味を持つが、何らかの形で（具体的な
上方への運動・移動であれ抽象的な状況や概念における上方への転移であれ）上昇に類する性質
が見られるもの
こみ上げる
しゃくり上げる
すすり上げる
咳き上げる


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　頭全体又は涙や鼻水や咳が上へ向�
かって動く、また悲しみなどが体の内�
部から上昇し例えば鳴咽等となって口�
から出る�
涙�
切り上げる
繰り上げる　　　
日付・ケタ・単位の上昇
せり上げる　　値段の上昇　舞台のせりの上昇
存じ上げる　　目上の人への尊敬を表す
願い　〃　 　　　　　　〃
申し　〃　 　　　　　　〃
差し　〃　 　　　　　　〃
乗り上げる　　車や船が岩の上に乗ってしまい、身動きが取れなくなる
祭り上げる　　状態・状況の高揚
盛り上げる 　　　〃
売り上げる
買い上げる　　
借り上げる
歌い上げる
張り上げる　　
声を出すことの含意→ボリュウムの上昇
呼び上げる
読み上げる
追い上げる
たたき上げる　　身分・地位の上昇
のし上げる
取り上げる
巻き上げる　　　
奪う。自分より弱くて小さいものの手から何かをひったくった時の軌跡が通
　常上方向であることから来たものと考えられる。
召し上げる



八百屋でにんじんを売り上げる。屋台でちょっととうもろこしを買い上げる。
友人から100円借り上げると言えないことからもわかるようにその規模が大き
くなって大きな取り引きであることを含意


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④　その他（後項が揚げるの場合を含む）
　 後項　あげる　の展開をまとめると以下の図となる。
2. 2　合わせる（合わす）（別表２参照）
　�
A B
A B
A B（1） （2） （3）�
結合により図のように、（1）A とB が接触、（2）接近が進んで重なる部分が出てくる、（3）さらに進んで
まったく重なって混ざってしまう意味を表す。�
AB
　　完全に　最後まで　完成するまで�
　上昇、増大、高揚�
�
作り上げる�
それに伴うも
しくはそれに
不可欠な物体、
物質の上昇�
すすり上げる�
値段、地位の上昇�
状況の好転�
追い上げる�
規模の増大�
買い上げる�
音量の増大�
読み上げる�
日付やケタ単位�
の上昇�
せり上げる　たたき上げる�
切り上げる�
人の状況や�
状態の高揚�
盛り上げる�
投げ上げる�
　　上の方に（向かって）�
　　上部へ�
譲渡�
奪取�
存じ上げる�
取り上げる�
特殊化�
乗り上げる�
充分に�
かなり強く�
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　　A とB の（密着）接触� 部分的な重なり�
A とB を併せた形で�
完全な重なり�
（事前の）相談による�
　　　決定一致�
　　互いの働きかけ�
　　　共同作業�
　　時や運の一致�
混合�
　　交わり�
　　照合�
詰め合わせる�
照らし合わせる�
接ぎ合わせる�
掛け合わせる�
誘い合わせる�
読み合わせる�
食べ合わせる�
重ね合わせる�
練り合わせる�
申し合わせる�
居合わせる�
　�
　　�
　　�
　　�
掛け合わせる→かけ算をする、交配する� メス�
数字� 数字�
オス�
喰い、食べ合わせる　　　食品ＡとＢをいっしょに食べる�
照らし合わせる　　　　　照合する。（書類等を照会する時は、よく書類が机の上で�
突き合わせる　　　　　　上図（1）や（2）のようになる）�
問い合わせる　　　　　　問うて（尋ねて）その答えと自分の思っていたこととを照�
　　　　　　　　　　　　合して態度を決める�
�
�
②　上図が比喩的に発展したと思われる。埋め合わせる→実際にスコップを使うことはまれで、何ら
かの損失を補てんすること（下図のイメージ）
③　特に図（2） のイメージからＡ、Ｂ２人（以上）の人間が互いに働きかけること→相談して何かを
しつらえたり決めたりすること→図（3） のイメージに進んで２人の言うこと、行うことを（事前
に）相談して一致させておく、決めておくことを表す。
④　図（3） の一致のイメージが時や運の‘一致’に発展し、たまたま遇然～することを表す。
⑤　その他
２ .３　入　る（別表３参照）
①　主語が前項の意味内容と共にどこかに入って行くことを表す。
　　討ち入る　押し入る　攻め入る　踏み入る　分け入る　忍び入る
②　主語がどこかに入って行くのを外側からながめた場合、その主語はながめている人にとっては姿
を消すことになる。そのため、消失や浸透を表す前項に　入る　が結合してその過程を強めて行
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　　具体的な場所に前項の意味内�
　　容とともに入る�
　　消失・浸透�
　　状態や抽象概念�
　　等に入る�
　　気持ちの萎縮�　　夢中　魅了�
興味の浸透�
入る→　　消失・浸透�
攻め入る�
寝入る�
恐れ入る�聞き入る�
消え入る�
（別表３の中でまるで囲まれたものは多少古めかしい感じのあるもの）�
く。
③　さらに②の消失や浸透が人間の興味に移し変えられ、興味を引かれて（自分の興味等が何かに吸
収されて）夢中になったり魅せられたりすることを表す。
④　消失、浸透のイメージが人間の精神状態そのものに移し変えられ、人間の精神や気持ちが萎縮す
ることを表現する。前項そのものが精神や気持ちが否定的（恐れる　恥じる　わびる等）な方に
振れていることを表す場合はそこに入るが結合してその度合いがひどいことを表す。
⑤　①の入って行く場所が具体的なものではなく、プライバシーや（立ち入る、ただし具体的に他人
の敷地に立ち入る場合も考えられる）状態（寝入る→睡眠状態に入る）人の気持ち（取り入る　
つけ入る→人の気持ちに入って行く→気に入られるようにする、弱味をつく）等に移し変えられ
たもの。
⑥　その他
　　オチイル　は落ち入る→何か悪い状態に落ちて入ってしまうの意で⑤と考えることもできるが、　
陥る　の漢字があてられている。
　　折り入る　は　折り入ってお願いがあります　のように折り入っての形で用いられるが⑤の人の
気持ちに入りこむという特徴は見られる。
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　　ある作用や動きがA からB に向かった後、B から�
　　A にほぼ同じ様態、経路で戻ることを表す。�
の動きの� 下向きへの変化�
　　何らかのズボンの折り返しの�
　　ような反転の動きを表わす。�
の動きが複数
重なってかく
拌を表す。�
まぜ返す�
イロの動き
から重複・
再度反復の
意を表す。�
抽
象
化
�
人間の心への�
転写�
思い返す�
　　復興、復讐、カムバック�
たたき返す　たたく、突くように�
突き返す　　乱暴に返す�
イ�
ロ�
�
イ�
ロ�
�
イ�
ロ�
�
A B
表� 裏�
2. 4　返　す（別表４参照）
　○印のついたもの以外でも
　　　「～されたら　～返してやれ」のような特に①④を強調した文脈では結合容易になる前
項がある。
いじめられたら　　いじめ返してやれ
怒鳴られたら　　　怒鳴り　　〃
殴られたら　　　　殴り　　　〃
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2. 5　かける（別表５参照）
もう少しで～すると
いう意味を前項に付
け加える。�
融通性が割合高く別表で　をつけ
ていない前項でも特定の文脈を想
定すると、この意での　かける　の
付加は可能�
　�
　�
　�
すいかに塩をかける、植木に水をかけるのような
「あびせる　たらす」（旺国）行為を前項の意味
内容とともに行うことを表す。�
前項の意味内容を特に他者
への働きかけとして行うこ
とを表す�
ある物体Aの通常上部もしく
は外側から別の物体Bをその
重みがAにかかるように置い
たり接触させたりする（寝
ている子供(A)にふとん(B)
をかける）意を前項に付け
加える。�
振りかける……振りながら、振ることによって�
　　　　　　　何かをあびせる、たらす。�
話す　　部屋で一人で話す。一人で笑うことは可能だが、話しかける�
笑う　　笑いかける　となるとその行為が他者への働きかけとなる。�
�
押しかける�
見せかける�
たたみかける�
　�
イディオム性強化�
見かける�
　　その他　イディオム性�
　　　　　　の強いもの。�
出かける�
イディオム性強化�
かける　を後項に取るCVには共通して以下の図のような性質が見られる。�
　A に対しB が移動して行って接触する。その場合A の方が通常主体
（例えばA の方が中心、大きい　硬い　支えとなる等）となる。B が
粉や水だったりすれば"、ABともに固体それに近いもののならば$
となるが、B がA の内部に深く入ったり切り込んで行くことは通常想
定されず、B がA の表面にとどまるか浅く入る程度にとどまる。この
B がA の内部に深く入り込まない、食い込まないで接触という性質が
!の完全にその行為を行ってしまう寸前で止まる──A の中に深く
入りこんでその行為を行うことになる前──という意味を生み出し、またB からの矢印に焦点があ
てられると対象物A に対するB の働きかけが表現されると思われる。�
A
B
�
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2. 6　切　る（別表６参照）
前項の意味内容を伴いながら（行うことに
よって）対象物を切断することを表す。�
前項の内容を　最後まで　完全に　極度に　完成
終了するまで行うことを表す。�
勢いよくきっぱりと前
項を行う。�
自分の心のわだかまり
やこだわりを捨て去り、
あきらてさっぱりする
ことを表す。�
ある意味では　の可能否定形と考えられ
るが　～切れない　の形で前項の内容を
最後まで行えない、行う能力がないこと
を表す。肯定の　～切れる　という言い
方がどちらかと言えば不自然なもの。�
　�
　止める妻を振り切って出て行った　のように切�
　断以上の比喩的な意味を表すものもある。�
　�
　最後まで　完全に　極度に　かなりの程度ま
で行うことからの変化。‘切る’イメージは残
っており、何かを切って捨てるように勢いよく
きっぱりと行うことを表す方向への変化�
　　から　にはおそらく太い丸太
をのこぎりで少しずつ一生懸命切
って行って２つにするような作業、
すなわち切り終わることが仕事の
終了や完成を意味するような作業
のイメージ、もしくは何かが切れ
るまで、また切れるほどまでに行
う、つまり極度に、かなりの程度
まで行うというようなイメージの
転写が働いていると思われる。�
何かを切って捨てるように�
自らの中にあるわだか
まりやこだわりを切っ
て取り除く―─精神的
切断�
現実の切断�
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A
B
�
負け力士A が俵を横切る�
突っ切る�
�
土俵�
寄り切る�
⑥　その他イディオム性の高いもの
　　これらはイディオム性が高く意味が特殊化しているがやはり②～⑤のいずれかの性質は保持して
いる。
打ち切る　　　 
番組や補助金、時間的猶予等、継続的な流れを終了させる。　…②の性質
締め切る　
突っ切る　　　
寄り切る　　　 
実際に何かを切断するわけではないが主体がこの行為を行った軌跡がある空間
を（横切って）切ったような形になっている。…①の性質
押し切る
　　　
　また　押し切る　はさらに上図のような行為が比喩的になって「違う考えを退け自分の考えを通し
てしまう」（旺国）意味を持つが、この３つのｃｖはある一連の動作・行為の終了（ある空間を通り抜
け終わる、取組の終了、自分の考えを通して結論を出してしまう）という性質も併せて持っている。
…②の性質もあり
　差し切る－競馬で２番手だった馬が、ゴール前で先頭の馬の追い抜きを完了して一位でゴールす
ることを言うが、これもある種目標とする行為の完遂と終了。…②の性質
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ある定められた線を越え�
て移動する意味を前項に�
付加�
�
定められた線が追�
う対象物へと変化�
定められた線が降�
りるべき特定の駅�
�
定められた線が�
時間点や期日へ�
と変化�
�
現時点を越えて�
将来を予見する�
�
追い越す�
�
乗り越す�
降りるべき駅�
�
見越す�
定められた線がそれぞれの場面で設定された基準に�
変化しているもの�
�
その他　主体の‘移動’に焦点が置かれ強く線は意�
識されないもの�
�
　定めれた線が上図のように具体的な場所や（目標）物
から、時間点、期日、それぞれの場面で特に設定された
基準（相撲であれば、例えば８勝が基準でそれを越えれ
ば、勝ち越すことになる）等に変化して行く。�
2. 7　越　す（別表７参照）
　申 し 越 す…手紙などで言ってよこす→手紙の移動→申すことが移動して来る
　まかり越す…自分が移動して参上する
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　　　何らかの閉じた空間の内部への主体又�
　　　は対象の移動を前項に付加�
�
最初から何らかの閉じた空間�
の内部への主体又は対象への�
移動を含意する前項に付加し、�
その意味（特に閉じた空間へ�
の入りこみの度合いを）を強�
調する。�
�
Ａ� Ｂ�
部  屋�
� 部  屋�
�
敷地�
�
我々の住む空間�
�
袋�
ビーカー�
社会�
会　社�
地球�
�A 国�
�B 国�
� C 国�
�
A A
B B 
ゴ
ー
ル�
2. 8　込　む（別表８参照）
　この空間Ａは部屋や袋のように具体的な閉じた空間から抽象的な会社組織、また実際には飛行機で
出入り自由で閉じているとは言えない国のようなものまで、全体のスペースの中で外部から線で囲ま
れ、海の中の島のようにひとまとめになっていると我々が認識しているものを広範囲に含んでいる。
またその囲まれた部分には口を結んでいない袋やビーカーのように、一部分外部に向かって開いてい
る部分があってもよいし、人の頭や岩のように中身が空洞でなくてもよい。
　また「人の心の中に土足で入り込む」のようにまったく概念的な空間（と認識されるもの）である
場合も見られる。
　また、Ｂは人やボールのように具体的な物とは限らず視線や感情など目に見えないものである場合
も見られる。
　倒れ込む　や　もたれ込む　のようにＡがさほど閉じてはいないゴールや受け止める人のように受
け皿程度になっている例も見られるが、基本的には上の図式を持っていると考えられる。
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　　その他イディオム性の高いもの�
�
主体自らが前述の閉じた空間A を作ったり、その空間A に（似たもの）になった�
りして、その中に対象B を入れたり、自分のものにしたり、自分の支配下に入れ�
たり、自分の方に持って来ることを前項に付加�
�
A が閉じた空間から何らかの欠けた領域を持つ母体へと変化し、その欠けた領域�
や部分にそれにふさわしいBを入れて、全体を整ったものとして完成することを�
前項に付加する。�
�
基本的にA にB を入れるが、主体となるA にB が混入したり、地になるA にB が�
付着したりする形でA とB とで完成品ができることを表す。�
�
前項の意味内容の度合いを高める。�
　　　充分に～する�
　　　ひどく～する�
　　　強く～する�
　　　ぴったりと～する�
　　　一時的にではなく何らかの理由で～する�
�
ある特別な目的を持って～するという意味�
を前項に付加する。イディオム性も高い�
�
何かに夢中になることを表す。�
イディオム性の強いもの�
�
A
B
自分�
�
A 
B 
欠けた領域�
このままでは不完全�
�
完全なもの�
�
前項が初めから混合を含意するとB の混入の過程が強調される。�
�
　　予想� 　　相手への攻撃�
�
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2. 9　出　す（別表９参照）
　
　　
～し始める　の意を前項に付け加える　   結合しにくいものには別表で×印
　ある　いる　を初めとして急な開始や変化の考えにくい状態動詞や人間の（心理）状態、それ自体
が終了や消失を表す前項の一部を除いて、極めて多くの前項に付加が可能。
　以下のような付加の傾向が見られる。
　付加しやすい　�動作動詞・他動詞
　　　　　�唐突に初めたり行いやすい動詞
　付加しにくい　�（心理）状態動詞・自動詞
　　　　　　　　�それ自体終了を含意する動詞の一部
　　　　　　　　�急に始めたりやめたりすることが考えにくい動詞
　　　　　　　　�出す　を付けると　～し始める　という意味より別の意味が出て来てしまう前項
　　　　　　　　　（以下に述べる）
主体および対象が、ある容器もしくはそれに類似した形状の内�
部、それへの接触から外部へ出る（出す）ことを表す。�
�
容器と主体、対象が一体化して容器そのも�
のに突起（物）が生じることを表す。�
�
’�
主体、対象が細かく多く時�
には液体へと変化。容器の�
出口がさほど明確でなくな�
る→抽出・発散�
�
容器がある種のカバーへと変化、隠れていたものや、�
目に見えなかったものをカバーを取ったり光を使った�
りして目に見えるように出現させる。�
� 完成品や作品や結果を�
生み出す、生じさせる、�
作る。�
�
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　図で示した主体や対象や容器カバー等は常に具体物であるとは限らず、広範囲の様々なものが想定
される。
　主体、対象 　容　器 カバー除去
いびり出す 嫁 家（系）
売り出す 商品 会社　工場
貸し出す お金 銀行
絞り出す 水 ぞうきん
知恵 自分の頭脳
掘り出す 小判 地面
煮出す 抽出物質 ティーバッグ
照らし出す 舞台の上の俳優 ライト
臭ぎ出す 秘密 調査
思い出す  記憶 頭脳
－96－
中村：日本語複合動詞の意味形成と特性
2. 10　立　つ（別表10参照）
　
　目には見えないが、もし匂いの元となる物質があるとすれば、それは②の形で発散していることが
考えられるし、匂い立つ　の持つある種の盛りを感じさせるようなイメージには③に共通するものが
あると思われる。
⑤　顕著さ、成立、（そびえ）立ち等を含意しながらもイディオム性が高いもの
立て札が立つようにまわりより高いものが�
そこに存在することを表す。�
何かが主に地面から上方へ�
移動していく様子を表す。�
�
激しい状態にある様子を表す。�
�
人間の精神状態が何�
らかの形で高揚して�
いることを表す。�
�
人が立つ�
�降り立つ�
連れ立つ�
帰り立つ�
�
匂い立つ�
�
例：沸騰したお湯�
�
匂いの元となる物質�
　　顕著さ、成立、（そびえ）立ち等を含意しながらもイディオム性の高いもの�
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倒れたビンを元通りに‘立てる’よう
に文字通り（横の）ものを縦にするこ
と、置くことを表す。�
何かを積み重ねた結果、
その高さや量が増えるこ
とを表す。�
複数の中から１つかごく
少数を選んで特別に扱う
ことを表す。�
何らかの高揚を表す。�
過度に　激しく　きっちりと　念入り
に　～することを表す。�
何らかの特別な目的を持って～するこ
とを表す。�
　’�
打ち立てるはその目的に多く�
の場合記録等の抽象物を取る。�
（ごく普通に、何の気なしに～するのではなく）�
例　埋め立てる………海や湖などを後で土地として使うために埋める�
　　かばい立てる……自分が犯していない罪を犯したと言って何らかの理由で真犯人�
　　　　　　　　　　をかばう�
　　申し立てる………公の機関や裁判所などで、自分の意見を強く言う（申す）�
　　呼び立てる………大きな声で、わざわざ呼んで人に来てもらう�
�
見立てる、差し立てる　は中でもイディオム性が高い�
2. 11　立てる（別表11参照）
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2. 12　付ける（別表12参照）
　Ａの部分に焦点が当てられた場合が①②③’。
　Ｂの部分およびその力に焦点が当てられると③。
　またさらにそこに加えられた力に特殊性が生じたケースが④。
　また、～することに慣れている　の意の⑥も、慣れているものと自分とがいつもいっしょにくっつ
いている（生肉を食べ付けている、生肉をいつも食べていて慣れている、生肉と自分はいつもいっ
しょにいる）というような解釈があり、意味が発展したとも考えられる。
　’�
元々何らかの物体の接触（着）、圧着
を強く含意する前項。（貼る、押さえ
る、据えるなど）結合してその接触の
度合いが、しっかりとして動かないこ
と、強いこと、強調されていることな
どを表す。�
接触（着）や圧着は特に含意しない前
項でもその内容が強く激しく、横柄に
時として敵意を持って行われることを
ある特殊化された目的や方法、専門的
な意味合いで、前項の内容を行うこと
を表す。�
前項の意味内容によって、
何かと何かを文字通りくっ
つけたり、密着を高めたり
することを表す。�
模様や文字を付けることを
表す。�
イディオム性の高いもの�
～することに慣れている
ことを表す。　印のある
前項以外にも結合する可
能性のあるものあり。�
自分�
力�B 
A
　～　の展開をまとめると�
左図のようになる。�
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2. 13　出　る（別表13参照）
　元々は出頭してそれを行ったことから、主体が自分の家（容器）から出て前項の内容を行うという
ことで①と共通した部分もみられる。しかし現在では、家から出ずに願い出たり、申し出たりするこ
とも可能であり、それだけ後項のイディオム性が高まっていると言えよう。
④　その他イディオム性の高いもの
主語となるものが容器もしくは区切られた何
らかの空間から外部に、前項の内容を伴って
出ることを表す。�
‘平面への出現’とでも言うべきもので　の
ような突起形態が考えにくいもの。�
主体が自分の存在や欲求を明らかにすること、
またそうするために何らかの行動を取ること
　出た後、主語となるものは容器もしくは区切られた何らかの空間から離れてしまってもよいし（子供
が部屋から飛び出る）つながったままでもよい（岩が突き出た崖）�
染め出る�
浮き出る�
湧き出る�
断面図�
上から見ると何もなかったところに何かが現れたり、�
しみが見えてきたりする�
又は�
内部にあるものが�
表面にしみ出す�
‘出現’から‘何かを明らかにすること’�
　への変化�
届け出る　名乗り出る　願い出る�
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2. 14　払　う（別表14参照）
　通常何かを払うと、例えば服についた砂を手で払うと砂は落ち、服の砂がついていた部分はきれい
になって砂はほとんど残らない。このプロセスが後項に　払う　を取るｃｖの意味①→②に反映され
ているように見える。①では手で払う方に焦点が当てられ、②では払った後にほとんど何も残らない
という方に焦点が当てられている。例えば　出払う　には人が手を払って何かをするという意味は含
まれず、皆が出かけてしまってそこにはだれも残っていないということ（②）が強調されている。
　また開け払うは元々下図のようにドアや窓が人が手で払うような軌跡を描いて開かれることを表す
と思われ、①の特殊例と考えられるが、引き戸形式のも
のでも完全に開いていれば、開け払うと言えなくもない
ので、あとに何も残らない形で開けると解釈すれば②の
性質も併せ持っている。
手を伸ばして又は使って文字通り　払う　動作を前項の内容を伴って行う�
ことを表す。�
�
その後（跡）に（ほとんど）何も残らないことを表す。�
�
�
ではなくて�
�
ではなくて�
�
何も残っていない�
何も残っていない�
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２ .15　分ける（別表15参照）
　引き分けるは‘勝負を分けた’における‘分ける’の用法と関係が深いと思われる結合で①②③に
は当てはまらない。
実際に１つのケーキをいくつかに切って分けるように、前項の内容を行いながら�
（行って）対象を部分に分ける（そして分配する）ことを表す。�
�
　のように何かを実際に部分に分けるのではなく、複数の種類や状況を場合に�
よって様々に行ったり使用したりすることを表す。�
�
‘区別する’という　　のニュアンスを残しながらも観念的な、又は思考の上で�
　の判別、理解、認識を表す。�
�
ケーキを�
切り分ける�
�
のれんを�
押し分ける�
�
投げ分ける　　ある場合には直球を、ある場合にはカーブを、次にはフォ�
　　　　　　　ークボールを投げる。�
�
染め分ける　　布地のある部分を赤に、別の部分を黒に、他の部分を緑に�
　　　　　　　染める。�
�
赤�
黒�
緑�
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Ⅲ．複合動詞の各型の性質
　第Ⅰ章での分類型と第Ⅱ章で挙げた後項ピラミッド（結合する前項数別の後項の分布）には、おお
むね下図のような関係が見られる。
3. 1　相ｃｖ、主主特殊型ｃｖ、主主畳語型ｃｖおよび補主ｃｖ
　相ｃｖの後項は非常に多くの前項をかなり自由に取り得るのでピラミッドの頂点を構成するがここ
での後項には後で述べるような比喩的な意味変化はまず起こらない。例えば　―始める　は常に前項
の意味内容の開始が表現される。―倒す　においては文字通り何かを‘倒して’地面につける　押し
倒す　と具体的に何かが‘倒れる’わけではなく後項が比喩的に変化している　飲み倒す　があるが、
この種の意味変化は相ｃｖには見られない。
　次に主主特殊型ｃｖの後項は常に一定の意味を前項に付け加え、意味変化がまず起こらないという
点では相ｃｖに共通するところがある。　―飽きる　は前項するのに飽きることを　―慣れる　は前
項するのに慣れることを　忘れる　は前項するのを忘れることが表現される。ただし、相ｃｖの後項
のように自由に任意の前項を取れるわけではないのでピラミッドでの位置は下に下がる。
　主主畳語型ｃｖの後項には大きな特徴がある。
　以下に例を挙げるが、後項はすべてが４後項でありピラミッドの底辺を形成する。さらにそのうち
後項ピラミッド� ∞後項�
100 ～後項�
99後項�
70後項�
40後項�
20後項�
10後項�
４後項�
�
相ｃｖ�
�
�
主補ｃｖ�
主主非畳語型ｃｖ�
�
主主特殊型ｃｖ�
補補ｃｖ�
�
主主畳語型ｃｖ�
補主ｃｖ�
　聞き飽きる ＊話し飽きる
言い誤まる ＊乗り誤まる
乗り遅れる ＊歌い遅れる
出し渋る ＊入れ渋る
使い慣れる ＊噛み慣れる
押し間違える ＊泳ぎ間違える
読み忘れる ＊走り忘れる
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の多くは１つないしは２つの極めて同質な前項と結合するのにとどまり、他の異質な前項と結合した
り、飲み倒す　のように比喩的に変化する、又は全体がイディオム化して補補ｃｖのように分解不可
能になることはほとんどない。
　同じように補主ｃｖも底辺を構成するが、補主ｃｖは後項が意味の上で主たる役割を持っておりそ
こに限られた種類の前項が結合するので、いくつ前項を取るかという分類ではその手法上底辺に分類
されることになる。先にも述べたがある意味では特殊な性質のｃｖ（前項が特殊な意味変化を後項に
起こすｃｖ）なのでピラミッド中での他のｃｖとの単純な対比は難しい。
　ｃｖの意味の多様性と広がりを最も顕著に見せるのは残ったピラミッドの中間部分、主主非畳語型
ｃｖと主補ｃｖである。結合する前項数は100 以上から数個まで多岐にわたるが、ある意味ではこの
二種のｃｖは独立したグループではなく互いに興味深い関わりを持っている。
3. 2　主主非畳語型ｃｖ
　主主非畳語型ｃｖは前後項に畳語型ｃｖ程の同義、類義性は認められないまでも常識的なある程度
までの‘関係’があるように思われる。両項には因果関係が強めに感じられ、特に後項を行う手段や
方法、経路として前項が位置付けられたり、各項の意味内容が生じる原因や理由として他項が頻繁に
登場するものが結合する。
　言い換えれば、両項の意味内容が何らかの意図や相関関係を持って同時進行で、もしくは相次いで
行われ、生じることが多いものが結合している。多くの場合後項の内容を行う際に、‘どのようにした
のか’、‘どんな方法でしたのか’、‘どうしながらしたのか’を説明する役割を前項が担っているわけ
である。そのためこのｃｖの中には、前項をテ形にしてもさほど問題のないものもある。
押し開ける
拾い集める 呼び集める
踏み荒す
書き写す
飛び移る
みなぎりあふれる
悔い改める
喜び勇む
消え失せる
やせ衰える
舞い踊る
恐れおののく
震えおののく
抱きかかえる
光り輝く
おおい隠す
凝り固まる
嘆き悲しむ
覆いかぶさる
覆いかぶせる
切り刻む
祓い清める
老い朽ちる
むさぼり喰う
曲がりくねる
もがき苦しむ
やせこける
焼け焦げる
好き好む
泣き叫ぶ
書きしたためる
耐え忍ぶ
書き記す
死に絶える
おごり高ぶる
煮えたぎる
ほめ称える
問い質す
折り畳む
満ち足りる
書き綴る
送り届ける
むせび泣く
ほうり投げる
申し述べる
飛び跳ねる
鳴り響く
こびへつらう
やせ細る
折り曲げる
教え導く
泣きわめく
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書き送る
抱き起こす
洗い落とす 撃ち落とす 切り落とす こすり落とす 突き落とす
聞き覚える
縫い重ねる 貼り重ねる
干し固める
読み聞かす
焼き切る
突き崩す
かみ砕く
待ちくたびれる
飲み比べる 見比べる 読み比べる
吹き消す
食べこぼす ゆでこぼす
押し転がす
かみ殺す 刺し殺す 締め殺す 轢き殺す 焼き殺す
おぼれ死ぬ
焼き捨てる 破り捨てる
切り倒す 投げ倒す 吹き倒す 寄り倒す
焼けただれる
押し縮める
食い散らかす
歩き疲れる 泣き疲れる
こすり付ける 結わえ付ける
握りつぶす 踏みつぶす
吹き飛ばす
打ち伸ばす 塗り伸ばす
引き剥がす
攻め滅ぼす
死に別れる 泣き別れる
重い扉を押し開けた。
引いたり日本の障子のように横にスライドさせて開けたのではなく、押して（押しながら、押すこ
とによって）開けた。
子供たちは呼び集めた。
実際に子供たちを引っ張って連れて来て集めるのではなく呼ぶことで（呼んで）集めた。
汚れをこすり落とした。
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汚れを落とす手段として　こする　という行為を用いた。
聞き覚えたお経
読んだり、書いたりしたのではなく、聞くことによって、聞くことを通して
覚えたお経
干し固めた牧草
干して（その後）固めた牧草
もう待ちくたびれましたよ。
待ったので（待つのに）くたびれてしまった。
かみ殺す　刺し殺す　締め殺す　轢き殺す　焼き殺す
対象の命を奪うための色々な方法、手段を前項が表す典型例
焼けただれた皮膚
焼けて（火傷をして）その結果ただれてしまった皮膚
親族と死に別れる、生き別れる。
親族が死んでしまい、その人と別れることになる。
親族と泣きながら辛い思いで、泣く泣く別れる。
この性格から－
　○常識的に因果関係が認めにくい二つの動詞
　○因果関係は認められるにせよ前項と後項の内容の実現が時間の上であまりにも離れてしまってい
る場合
　○因果関係があったとしても目的語が違う場合
はｃｖは形成されにくい。
　＊焼きさます ＊突きなでる ＊吹き泳ぐ
　＊上げ落とす ＊愛し殺す ＊乗り滑る
　＊休み疲れる ＊触りつぶす ＊押し剥がす
　今からちょうど一年前富士山麓を 10時間歩いた。
　きょうは朝からずっと家にいるが大変疲れている。
　＊一年前富士山麓を 10時間かけて歩いたんだけど、きょうは歩き疲れてしまった。
三河の国の武将、山村新三郎は 1543年、隣国の領主、川田虎之介を攻めた。川田一族は 1643年に
滅んだ。
　＊山村新三郎は 16世紀に川田一族を攻め滅ぼした。
　朝起きて顔を洗い、歯を磨いた。
　＊朝起きて顔と歯を洗い磨いた。
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切り落とす 口説き落とす
削り落とす 泣き落とす
払い落とす
押し固める
突き固める 言い固める
干し固める
押し倒す  拝み倒す
投げ倒す 飲み倒す
寄り倒す 野次り倒す
吐き散らす 威張り散らす
吹き散らす 怒鳴り散らす
撒き散らす わめき散らす
殴り飛ばす
　谷村さんは届いた手紙を破いて、使用済みの紙コップを捨てた。
　＊谷村さんは届いた手紙と使用済みの紙コップを破り捨てた。
3. 3　主補ｃｖの性質
　主補ｃｖの性質については第一章でも述べたが、前項が結合の中で主導的な役割を持っており、単
独でも文全体の大体の意味を保持できるのに対し、後項だけではそのｃｖが元あった文が成立しない、
不自然になってしまう、意味が変わってしまうことが挙げられる。
　主主ｃｖと違って後項単独で文が成立しない理由としては以下の二つの要因及びその複合が考えら
れる。
　要因１
　後項が、単独時に持つ文字通りの意味とは異なった別の意味を結合中で持っている。言い換える
と、前項との関連において理解される比喩的に変化、派生、発展した意味を持っている。
　要因２
　後項が単独時に持っている複数の意味のうち、どちらかというと周辺的、限定的な（時には古い、
または慣用的な）意味が結合の中で反映されている。
3. 3. 1　要因１について
　下記の例における左側では、後項はどちらかというと文字通りの意味を保持しており、前項単独は
もちろん後項単独でも文が成立しやすく、従って主主非畳語型になる。それに較べ、右側の例の後項
は比喩的になっていて、その結果、文字通りの意味の時には直接の関係が薄めであった前項と結合し
ている。後項は結合中では前項と結び付きの上で比喩的に用いられているので、もはや単独では元
あった文を成立させることは難しくなり、主補ｃｖに分類されることになる。
奪い取る 感じ取る
こすり取る 聞き取る
むしり取る 学び取る
組み伏せる 説き伏せる
叩き伏せる
売り渡す 言い渡す
譲り渡す 申し渡す
押し開く 言い開く
申し開く
洗い流す 聞き流す
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飲み倒す　　　花瓶などを倒すように物体を転倒させるのではなく、飲んで代金を払わない様子を　
倒す　で表現。間接的に起こるかもしれない飲み屋の倒産のイメージもからんでいる
と思われる。
威張り散らす　ごみを散らすように何かを文字通り散らすのではなく、あちらこちらでやたらと威張
る様子を　散らす　で表現。
しかり飛ばす　しかられた相手が空中を移動することはなく、激しくしかってその勢いで相手が飛ん
で行ってしまいそうな様子を　飛ばす　で表現。
感じ取る　　　具体物を手に取ることによる物体の移動があるわけではなく自分の五感を通して入っ
てくるか理解する感覚や対象を　取る　で表現。
説き伏せる　　物体（茶碗など）を伏せる様子から、相手を伏せる―納得させる、屈服させることを表現。
言い渡す　　　実際の物体の移動はなく発した言葉が渡される物体にたとえられている。
申し開く　　　ドアなどを開くのではなく、事情を説明したり、弁解する様子をおそらく自分の情報
を箱を開いて隠さず見せて申す、心を開いて申すというようなたとえで表現。
聞き流す　　　真剣に聞かない様子を、流れてそこにとどまらない―耳の外を音声が中に入らず流れ
て行くというようなたとえで表現。
はね飛ばす しかり飛ばす
吹き飛ばす
　押し当てる 尋ね当てる
呼び入れる 聞き入れる
もらい受ける 見受ける
たたき起こす  呼び起こす
こぼれ落ちる 生まれ落ちる
とび越す 勝ち越す
吹きこぼれる 匂いこぼれる
運び去る 忘れ去る
破り捨てる かけ捨てる
送り出す 訳し出す
流れ漂う うかれ漂う
そびえ立つ 気負い立つ
からみ付く 思い付く
こすり付ける 怒鳴り付ける
踏みつぶす 乗りつぶす
あふれ出る 届け出る
削り取る 学び取る
引き抜く 鍛え抜く
通り抜ける 言い抜ける
勝ち誇る 咲き誇る
切り分ける 生み分ける
以下に例を挙げる。
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　このような後項の変化、および結合全体の表現の変化はｃｖ表現をより広く、豊かにする、言い換
えればより複雑にする大きな要因であり、また主補ｃｖの注目すべき特徴でもある。以下上記左側の
例をＬタイプ、右側の例をＦタイプ、全体の変化をLFプロセスと呼ぶことにする。
　一般的に結合する前項数が40を越えるような使用頻度が高く重要な後項では、このLFプロセスが
一種のＬタイプから別種のＦタイプというような単純なものではなくより複雑になっている。第二章
での個々の後項の分析でも図示したが、ＬタイプとＦタイプが色々な方向へと派生して全体がネット
ワーク状に拡がって行くのが観察される。
　以下にそのような後項のネットワーク図を幾つか改めて挙げ、LFプロセスについて述べる。
後項が文字通り�
結合全体は主主ｃｖ�
後項が比喩的�
結合全体は主補ｃｖ�
Ｆタイプ�Ｌタイプ�
�
ＬＦプロセス�
�
Ｆ3�
�
Ｆ11 
Ｆ1�
�
Ｆ2�
�
Ｆ4�
�
Ｆ5�
�
Ｆ6�
�
Ｆ7�
�
L �
�
Ｆ8�
�
Ｆ9�
�Ｆ10 �
�
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－上げる
　まず、具体例として　押し上げる、投げ上げる　等　①に属するものの多くはＬタイプであろう。
　レバーを押し上げる ボールを高く投げ上げた
　レバーを押す ボールを高く投げた
　レバーを上げる ボールを高く上げた
　ここでの後項は文字通りの単純な上方向への空間移動を表し主語も具体物であることが多い。取り
上げる　も埋め戻しテストでは両項とも文が一応成立する。
　おもちゃを取り上げる
　おもちゃを取る
　おもちゃを上げる
　　完全に　最後まで　完成するまで�
　上昇、増大、高揚�
�
作り上げる�
それに伴うも
しくはそれに
不可欠な物体、
物質の上昇�
すすり上げる�
値段、地位の上昇�
状況の好転�
追い上げる�
規模の増大�
買い上げる�
音量の増大�
読み上げる�
日付やケタ単位�
の上昇�
せり上げる　たたき上げる�
切り上げる�
人の状況や�
状態の高揚�
盛り上げる�
投げ上げる�
押し上げる�
　　上の方に（向かって）�
　　上部へ�
譲渡�
奪取�
存じ上げる�
取り上げる�
特殊化�
乗り上げる�
充分に�
かなり強く�
＝Ｌタイプ�
＝Ｆタイプ�
�
�
（ネットワーク内には補補タイプも混在する）�
�
F
F
F
FF
F
F
F
FL
FL
F
L
L
L
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　　A とB の（密着）接触� 部分的な重なり�
A とB を併せた形で�
完全な重なり�
（事前の）相談による�
　　　決定一致�
　　互いの働きかけ�
　　　共同作業�
　　時や運の一致�
混合�
　　交わり�
　　照合�
詰め合わせる�
照らし合わせる�
接ぎ合わせる�
掛け合わせる�
誘い合わせる�
読み合わせる�
食べ合わせる�
重ね合わせる�
練り合わせる�
申し合わせる�
居合わせる�
縫い合わせる�
F
F
F
F
LL
L
L
　小さい子供からおもちゃなどを無理やりひったくるような時、その軌跡が上方へむかうことを後項
が表現しているとも考えられるが、結合後‘無理やりの奪取’の意味合いが生まれたり、この問題を
取り上げる（主題、議題として扱う）のような特別な用法ができる面で　投げ上げる　のような純粋
なＬタイプとは少し性質が異なる。
　このＬタイプからの派生が考えやすく近い関係にあるＦタイプとしては　すすり上げる　が挙げら
れる。上げる　が何らかの呼気の上昇、またはその際の鼻や顎の多少の上方への動きを表すように変
化して、全体は　上げる　の文字通りの意味を色濃く残した主補ｃｖとなる。
　LFプロセスはこの一方向にとどまらない。存じ上げる　では譲渡の対象となる人への上下関係を表
すようになる。さらに　買い上げる　では　政府が民間の土地を買い上げる　のように　存じ上げる
　の上下関係のニュアンスを幾分か残しながらも、大きなものをまとめて買うという規模の増大が表
され、さらにそれは　売り上げる　のように規模の増大だけではなく総計、結果へと変化、派生して
いく。歌い上げるでは音量の増大や立派さが表現され、そして最後には　書き上げる　における完成、
終了へと派生していく。
　また各々の末端では特殊で限られた、時には専門的な場面で用いられるもの（乗り上げる、追い上
げる、切り上げるなど）が数例見られる。
－合わせる
　Ｌタイプとしては重なり、混合、連結などを表す　重ね合せる、接ぎ合わせる、縫い合わせる、練
り合わせるなどがあるだろう。
　　金箔と銀箔を重ね合わせる
　　金箔と銀箔を重ねる
　　金箔と銀箔を合わせる
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　　二枚の布を接ぎ合わせる、縫い合わせる 二種類のあんこを練り合わせて作る
　　二枚の布を接ぐ、縫う 二種類のあんこを練って作る
　　二枚の布を合わせる 二種類のあんこを合わせて作る
　詰め合わせる　もほとんどＬタイプと考えてよいと思われるが、微妙にＦタイプ、主補ｃｖの方向
への変化が見られる。
　　みかんの缶詰とジャムの瓶詰め、缶ジュースを詰め合わせる
　　みかんの缶詰とジャムの瓶詰め、缶ジュースを詰める
　？みかんの缶詰とジャムの瓶詰め、缶ジュースを合わせる
　このＬタイプ後項の重なり、混合、連結の意味が人と人との関わりへと発展すると、互いの働きか
けや共同作業を表す　誘い合わせる、読み合わせる、のＦタイプが現れる。
　　誘い合わせて出かける 　台本を読み合わせる
　　誘って出かける 　台本を読む
　＊合わせて出かける ＊台本を合わせる（別の意味）
　さらに、一緒にそうすることや時や運の一致を表現する　食べ合わせる、通り（居）合わせる　へ
の派生も見られる。もちろんＦタイプとなる。
　　鰻と梅干しを食べ合わせるのはよくないと言われている 　たまたま通り（居）合わせた客
　　鰻と梅干しを食べるのはよくないと言われている 　たまたま通った（居た）客
？？鰻と梅干しを合わせるのはよくないと言われている ？たまたま合わせた客
　またネットワークの中では、特殊な用法の　掛け合わせる（主補）、事前の意思一致のみが強調され
る　申し合わせる　や　打ち合わせる（ほんどと補補ｃｖに近い）、前項の照らし　が比喩的で補主ｃ
ｖの性質の見られる照らし合わせるなどが混在する。
　　名古屋コーチンと比内鶏を掛け合わせて新種を作る
　　名古屋コーチンと比内鶏を掛けて新種を作る
　＊名古屋コーチンと比内鶏を合わせて新種を作る
　　事前に申し合わせて会議に臨んだ
？？事前に申して会議に臨んだ
？？事前に合わせて会議に臨んだ
　　彼の原稿と印刷されたものを照らし合わせた
　＊彼の原稿と印刷されたものを照らした
　　彼の原稿と印刷されたものを合わせた
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－切る
－切る　も多くの前項を取る後項であるが、その展開は、文字通りの切断に類するものを表すＬタイ
プと‘かなり、極度に、完全に’を表すＦタイプ、さらにそこから派生したと思われる‘きっぱり、
踏み切り’のＦタイプに集約される。
　まず、Ｌタイプとしては　噛み切ると　焼き切る　が挙げられる。
　犬がロープを噛み切ってこちらに向かってきた 鉄の扉を焼き切った
　犬がロープを噛んでこちらに向かってきた 鉄の扉を焼いた
　犬がロープを切ってこちらに向かってきた 鉄の扉を切った
前項の意味内容を伴いながら（行うことに
よって）対象物を切断することを表す。�
前項の内容を　最後まで　完全に　極度に　完成
終了するまで行うことを表す。�
勢いよくきっぱりと前
項を行う。�
自分の心のわだかまり
やこだわりを捨て去り、
あきらてさっぱりする
ことを表す。�
ある意味では　の可能否定形と考えられ
るが　～切れない　の形で前項の内容を
最後まで行えない、行う能力がないこと
を表す。肯定の　～切れる　という言い
方がどちらかと言えば不自然なもの。�
　止める妻を振り切って出て行った　のように切�
　断以上の比喩的な意味を表すものもある。�
　最後まで　完全に　極度に　かなりの程度ま
で行うことからの変化。‘切る’イメージは残
っており、何かを切って捨てるように勢いよく
きっぱりと行うことを表す方向への変化�
　　から　にはおそらく太い丸太
をのこぎりで少しずつ一生懸命切
って行って２つにするような作業、
すなわち切り終わることが仕事の
終了や完成を意味するような作業
のイメージ、もしくは何かが切れ
るまで、また切れるほどまでに行
う、つまり極度に、かなりの程度
まで行うというようなイメージの
転写が働いていると思われる。�
何かを切って捨てるように�
自らの中にあるわだか
まりやこだわりを切っ
て取り除く―─精神的
切断�
現実の切断�
疲れ切る　使い切る�
�
噛み切る　焼き切る　　押し切る　掻き切る�
食い切る　たたき切る　引き切る�
待ち切れない　耐え切れない�
捨て切れない� 言い切る�
F�
F�
F�
F�
L�
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　この他に（のし餅を）押し切る、掻き切る、食い切る、たたき切る、引き切る、が挙げられる。
　－切る　はここからほぼ四つのＦタイプへと派生する。
　　疲れ切った顔をしてやってきた
　　疲れた顔をしてやってきた
　＊切った顔をしてやってきた
　　もう待ち切れない
　　もう待てない
　＊もう切れない
　　荷物が増えるばかりなんだけど、なんとなく捨て切れなくて
　　荷物が増えるばかりなんだけど、なんとなく捨てられなくて
　＊荷物が増えるばかりなんだけど、なんとなく切れなくて
　　あれだけみんなの前で言い切ったんだからやるだろう
　　あれだけみんなの前で言ったんだからやるだろう
　＊あれだけみんなの前で切ったんだからやるだろう
　ここでの結合はいずれも主補ｃｖとなるが、この‘完全、極度、きっぱり、踏み切り’は後項特有
の　切る　の用法であり、この用法で約90のｃｖが形成される。また補補ｃｖに分類される結合にも
この性質は保持される。
　　古いのを使い切ってから新しいのを開けなさい
　　古いのを使ってから新しいのを開けなさい
　＊古いのを切ってから新しいのを開けなさい
　　耐え切れない屈辱
　　耐えられない屈辱
　＊切れない屈辱
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　’�
元々何らかの物体の接触（着）、圧着
を強く含意する前項。（貼る、押さえ
る、据えるなど）結合してその接触の
度合いが、しっかりとして動かないこ
と、強いこと、強調されていることな
どを表す。�
接触（着）や圧着は特に含意しない前
項でもその内容が強く激しく、横柄に
時として敵意を持って行われることを
ある特殊化された目的や方法、専門的
な意味合いで、前項の内容を行うこと
を表す。�
前項の意味内容によって、
何かと何かを文字通りくっ
つけたり、密着を高めたり
することを表す。�
模様や文字を付けることを
表す。�
イディオム性の高いもの�
～することに慣れている
ことを表す。　印のある
前項以外にも結合する可
能性のあるものあり。�
巻き付ける�
彫り付ける�
殴り付ける　決め付ける�
こすり付ける　塗り付ける�
貼り付ける　　結び付ける�
食べ付けない�
買い付ける　貸し付ける�
F
F
F
L
L
L
－付ける
　こすり付ける、塗り付ける、貼り付ける、結び付ける　などはほぼ主主Ｌタイプとなる。
　壁に泥をこすり付ける、塗り付ける 枝におみくじを結び付ける
　壁に泥をこする、塗る 枝におみくじを結ぶ
　壁に泥を付ける 枝におみくじを付ける
　壁にポスターを貼り付ける
　壁にポスターを貼る
　壁にポスターを付ける
　ここから具体的な接触（着）はない、前項の内容を‘強く、激しく、横柄に、敵意を持って’行う
こと、さらに特殊な目的や専門分野で行うことを表す方へ派生したり、‘～することに慣れている’と
いう意味に派生すると結合は主補ｃｖとなる。
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－返す
　①に属し、特に目的語や行動が目に見えて、実際に物体の動きがあるものの中にＬタイプが多く見
られる。
　荷物を（ボール）を送り（投げ）返した
　荷物を（ボール）を送った（投げた）
　荷物を（ボール）を返した
　　いやというほど殴り付けた
　　いやというほど殴った
　＊いやというほど付けた
　　山田さんを悪者と決め付けた
　　山田さんを悪者と決めた
　＊山田さんを悪者と付けた
　　部品を現地で安く買い付けた
　　部品を現地で安く買った
　＊部品を現地で安く付けた
　　銀行がその多国籍企業に貸し付けた金
　　銀行がその多国籍企業に貸した金
　＊銀行がその多国籍企業に付けた金
　　日頃食べ付けないものを食べるからだ
　　日頃食べないものを食べるからだ
　＊日頃付けないものを食べるからだ
　　ある作用や動きがA からB に向かった後、B から�
　　A にほぼ同じ様態、経路で戻ることを表す。�
の動きの�
下向きへの変化�
　　何らかのズボンの折り返しの�
　　ような反転の動きを表わす。�
の動きが複数
重なってかく
拌を表わす。�
まぜ返す�
イロの動き
から重複・
再度反復の
意を表す。�
抽
象
化
�
人間の心への�
転写�
思い返す�
　　復興、復讐、カムバック�
たたき返す　たたく、突くように�
突き返す　　乱暴に返す�
イ�
ロ�
�
イ�
ロ�
�
イ�
ロ�
�
A B
表� 裏�
送り返す�
投げ返す�
�
染め返す�
読み返す�
�
うなずき返す�
ほほえみ返す�
抜き返す�
奪い返す�
�
まぜ返す�
跳ね返す�
縫い返す�
F
F
F
F
L
L
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　③に属するものは印象としてはＬタイプであるが埋め戻しテストの結果は微妙になる。
　　地面をほじくり返した 　泥田を混ぜ返した
　　地面をほじくった ？泥田を混ぜた
？？地面を返した ＊泥田を返した
　　ズボンの裾を折り（縫い）返した
　　ズボンの裾を折った（縫った）
　　ズボンの裾を返した
　分類では同じ①としたが、具体物の移動が目に見えにくいもののやりとりに置き換えられＦタイプ
が作られる。
　　太郎は黙って花子を見つめ、うなずき（ほほえみ）返した
　　太郎は黙って花子を見つめ、うなずいた（ほほえんだ）
　＊太郎は黙って花子を見つめ、返した
　もう一つのLFプロセスは　②　すなわち反復への変化である。
　　着物を何度も染め返した
　　着物を何度も染めた
　＊着物を何度も返した（反復の意がなくなる。）
　　若い頃読んだ本も今読み返してみるとまた別の味わいがあるなあ
　　若い頃読んだ本も今読んでみるとまた別の味わいがあるなあ
　＊若い頃読んだ本も今返してみるとまた別の味わいがあるなあ
　また応酬、復讐を含意するＦタイプも見られる。
　　ゴール手前 10メートルで抜き返した 　栄光のかの地を奪い返すのだ
　　ゴール手前 10メートルで抜いた 　栄光のかの地を奪うのだ
　＊ゴール手前 10メートルで返した ＊栄光のかの地を返すのだ（意味が逆になる）
　以下例文は省略するが、―かける、―分ける　のLFプロセスを挙げる。
（―合う、―込む、―尽くす　のようにＬタイプがほとんど見当たらず、Ｆタイプ主補ｃｖの中で派
生、展開が起こる例も見られる。）
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もう少しで～すると
いう意味を前項に付
け加える。�
融通性が割合高く別表で　をつけて
いない前項でも特定の文脈を想定す
ると、この意での　かける　の付加
は可能�
すいかに塩をかける、植木に水をかけるのような
「あびせる　たらす」（旺国）行為を前項の意味
内容とともに行うことを表す。�
前項の意味内容を特に他者
への働きかけとして行うこ
とを表す�
ある物体A の通常上部もし
くは外側から別の物体B を
その重みがA にかかるよう
に置いたり接触させたりす
る（寝ている子供(A) にふ
とん(B) をかける）意を前
項に付け加える。�
振りかける……振りながら、振ることによって�
　　　　　　　何かをあびせる、たらす。�
イディオム性強化�
見かける�
　　その他　イディオム性�
　　　　　　の強いもの。�
出かける�
書きかける�
しまいかける�
食べかける�
入りかける�
破れかける�
振りかける�
浴びせかける�
�
語りかける　　　　呼びかける�
ほほえみかける　　誘いかける�
話しかける�
笑いかける�
　 　   立てかける�
　　　 もたせかける�
　 　  洗い分ける�
　　　 住み分ける�
　　　 染め分ける�
　　　 塗り分ける�
　   切り分ける�
　　押し分ける�
　　取り分ける�
　 　  嗅ぎ分ける�
　　　見分ける�
　　　聞き分ける�
　から　と　へのＬＦプロセス�
F
F
F
F
FLL
FL
－かける
－分ける
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3. 3. 2　要因２について
　主補ｃｖの意味形成には、前述の要因１の他にもう一つの要因があると思われる。後項が単独時に
持つ幾つかの意味の中で、どちらかというと周辺的で、限定された意味（一般的に国語辞典の意味項
目の中で後のほうに説明される意味）がｃｖ中で強く反映されていることがある。今一度　―上げる
　を参照されたい。
Ｌタイプ Ｆ 1タイプ Ｆ 2タイプ
投げ上げる すすり上げる 書き上げる
存じ上げる
売り上げる
歌い上げる
　投げ上げる　をＬタイプと考えた場合、中列の四例は各々少しづつ異なってはいるが　〈上方向、増
大、総計〉というような最大公約数的な共通の意味特徴が感じられ、左列Ｌタイプからの派生がどち
らかといえば理解しやすい。ところが　書き上げる　にはそうした意味特徴はなく、後項で〈完遂〉
が表される。Ｆ 1タイプとＦ 2タイプは全く無関係とは言い切れないだろう。比喩の概念の導入、自
由なイメージの転写などを考えるなら、何かが上昇、増大を続ければいずれはそれが頂点に達し、ちょ
うどバブルの崩壊や風船がふくらんでついには破裂するように‘終わる’と感じられた結果、F2に派
生したことが想定される。
　一方、上げる　には単独時に「この仕事は今月中に上げてしまわなければならない。」（大辞）のよ
うに‘終わらせる’という意味がある。この意味は「箪笥を二階に上げる、手を頭の上に上げる」（大
辞）ほど中心的でよく用いられる意味ではなく、むしろ周辺的で、限定された意味であり日常での使
用頻度も低い。しかし、書き上げる　の後項にこの意味が反映されている可能性は否定できない。意
味が周辺的で限定されているだけに後項単独では文が成立しにくくなるわけだが、特に右列F2タイプ
のようなＬタイプとの関係が薄い印象を受ける主補ｃｖの意味形成にはこの要因が仮定される。以下
に他の例を挙げる。
怒鳴り付ける
叱り付ける　　　　　後項は激しくそうする様を表す
他に対して苦情を寄せる。クレームを付ける、文句を付ける。（大辞）
因縁、なんくせを付ける
マイナスイメージのものを相手に浴びせる　付ける　の用法の反映
書き下ろす　　　　　連載せずに新しく単行本などにするために書く
使わないでしまってあったものを出して使う。（大辞）
新しいシャツを下ろす
新しいものを出して使い始めるという　下ろす　の用法を特殊な状況での著作に反映









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やり通す　　　　　最後までやる
主張、意志などを強引に適用させる。勝手な言い分、我、意地を通す（大辞）
最後まで自説などを曲げないというこの用法の特徴が後項に反映
並べ立てる
騒ぎ立てる　　　　激しくやたらと行う様子
世間に知られるようにする。うわさ、評判、波風を立てる。（大辞）
目立たせるという特徴を持つこの用法が後項に反映
挑みかかる
つかみかかる　　　相手への攻撃
相手にして向かっていく　「やる気か。さあどっからでもかかってこい。」（大辞）
相手への攻撃性がここでの後項に反映
3. 4　補主ｃｖ
　第Ⅰ章で述べたように補主ｃｖの前項の役割は、後項の強調、抽象化、専門化の三つにまとめられ
る。それに加え、数の上では少ないが主要な６つの前項（―打ち、―掻き、―差し、―立ち、―取り、
―引き）以外の主補ｃｖでは、比較的単純な直喩に近い前項の使い方が見られる。前項の意味内容を
するかのように後項をする、という‘たとえ’がｃｖ内で成立している。
　　隣を盗み見る
　＊隣を盗む
　　隣を見る
　金品を盗むかのように、こっそりと気付かれないように見る
　　父に成り代わってお詫び致します
？？父に成ってお詫び致します
　　父に代わってお詫び致します
　父本人になったかのように父の代わりになって詫びる
　　早々に舞い戻った
　＊早々に舞った（舞踊したの意ではない）
　　早々に戻った
　　舞うようにふらふらと、しっかりせずに戻った
　　漏れ聞くところによりますと、、、
　＊漏れるところによりますと、、、
　　聞くところによりますと、、、











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やり込める
食い下がる
食いしばる
取り締まる
見え透く
引き立つ
盛り立てる
落ち着く
当て付ける
突き付ける
振り付ける
押し詰まる
行き詰まる
突き詰める
張り詰める
打ち解ける
行き届く
突き止める
居直る
開き直る
取り成す
当てはまる
当てはめる
繰り広げる
割り振る
取り乱す
折り合う
張り合う
やり合う
渡り合う
付け上がる
打ち明ける
入れ揚げる
立ち上げる
引き揚げる
痛み入る
付け入る
こき下ろす
巻き返す
盛り返す
振り返る
のしかかる
押し掛ける
畳み掛ける
持ち掛ける
たまり兼ねる
買い被る
張り切る
割り喰う
持ち崩す
入り組む
当てこする



　　話が水が漏れてくるように自分のところに来たのを聞いたところによると…
3. 5　補補ｃｖ
　補補ｃｖの特徴は分解してしまったら最後、もはや機能を失ってしまうことはすでに述べた。
　補補ｃｖの例
　補補ｃｖが文中で分解不可能であると言っても、前項と後項が結合して全く異質なものが形成され
るわけではない。言い換えると各項が根本的に持っている意味特徴は変化せずに保持され、結合全体
の意味がそれと矛盾したり、無関係であったりすることはない。
　落ち着く、持ち崩す、開き直る　を例に取る。
　落ち着く　動揺が静まり、安定した状態になる（大辞）
　落ちる
　着く
　ちょうど落ち葉が濡れた地面に落ちてそのまま少し風が吹いても動かないように、人間の行動や心
の平静が表現されている。落ちる　の〈ある状況への落下、変化〉、着く　の〈あるものに接触してそ
こから動かない、離れない〉特徴は保持されており（それと矛盾する）動揺する、（無関係な、例え
ば）探すなどの意味は出てこない。
　持ち崩す　身持ちを悪くする（大辞）
　持つ
　崩す



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　このｃｖが含意する人生や生活が悪くなっていく様子は、崩す　の〈劣化、悪化〉と、また所有し
ていた財産などの喪失は　持つ　の〈所有〉と関連付けられる。
　開き直る　　急に態度を変えてきびしくなる
　開く　　　　覚悟を決めて、ふてぶてしい態度に変わる（大辞）
　直る
　悪いことをもう隠さなくなることが　開く　の〈開示〉に、態度の変更が　直る　の〈新規、変更〉
と関連付けられる。
　このように、補補ｃｖの意味は両項の意味から単純に説明しにくいとしても両項の意味特徴は基本
的に失われるものではない。そのため、たとえ補補ｃｖであっても、同じ後項を持つ主主、主補ｃｖ
と共通の意味特徴を持っている
　合う　を後項に持つ補補ｃｖの意味特徴   〈相互作用〉
　上がる 〃 〈上昇、増長〉
　返す 〃 〈反作用〉
　掛ける 〃 〈働きかけ、攻撃〉
　込む 〃 〈目的、狙い、集中〉
　立てる 〃 〈顕在化〉
　詰まる 〃 〈逼迫〉
　詰める 〃 〈追い込み、緊張〉
　先にＬＦプロセスについて述べたが、補補ｃｖは両項の意味特徴は保持しながらも、後項だけでな
く両項ともに結合全体の意味が派生し、慣用句に近い性質を持つようになったｃｖと言えるだろう。
　ｃｖの中には具体物を主語や目的語に取るとそうはならないのに、抽象物、概念を主語や目的語に
取って、文全体の比喩の度合が高まると補補ｃｖ（分解不可能）になるものがある。
　　揉み消す
　　服についた火を揉み消した 　事件を揉み消した
　？服についた火を揉んだ ＊事件を揉んだ
　　服についた火を消した ＊事件を消した
　　持ち直す
　　重い鞄を一度地面に置いて持ち直すと、、、 　病人はなんとか持ち直した
　　重い鞄を一度地面に置いて持つと、、、 ＊病人はなんとか持った
　＊重い鞄を一度地面に置いて直すと、、、 ＊病人はなんとか直した
　　踏み倒す



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　　そのアフリカ象は柵を踏み倒してこちらに向かってきた
　　そのアフリカ象は柵を踏んでこちらに向かってきた
　　そのアフリカ象は柵を倒してこちらに向かってきた
　　借金を片っ端から踏み倒した
　＊借金を片っ端から踏んだ
　＊借金を片っ端から倒した
　　噛み殺す
　　野犬がうさぎを噛み殺した　 　あくびを噛み殺す
　　野犬がうさぎを噛んだ ＊あくびを噛む
　　野犬がうさぎを殺した ＊あくびを殺す
　全体としての抽象度、慣用度が高まって比喩的な用いられ方をすると、分解が難しくなるというこ
の現象を考えると、補補ｃｖはｃｖの中で最も慣用度が高く、結合全体がひとまとまりとして機能し
ているものであると思われる。
Ⅳ．まとめ
　ｃｖは前項と後項の関係や各項の役割を考えると、性質の異なった幾つかの型に分類され、多様な
表現領域を持っている。後項を中心に全体を見ると、その型によって結合する前項数や融通性には差
が見られるが中でもｃｖによる表現をより豊かにしているのは、本稿の分類で主主非畳語型から主補
型にまたがる後項の比喩的な転義である。後項は単純な文字通りの意味のまま前項と結合することも
あるが、色々な方向へ派生転義して行って、さらに別の前項と結合し、蜘蛛の巣のようにネットワー
クを広げていく。このようなネットワークの形成は特に20個以上の前項と結合する後項に顕著である
が、結合する前項数が少ない後項にも容易に起こり得る。
　ある後項動詞にどんな前項動詞が結合するかは恣意的な面が多く完全にそれを予測することは難し
いが、可能性としては以下のものが想定される。
　可能性その１
　ある動詞（前項）は　始める、続ける、終わる（える）、過ぎる　と結合する。（ただし、両項の性
質が矛盾したり、前項がすてにそのアスペクト性や　過度に～する　という意味を含んでいる場合を
除く。）
　可能性その２
　ある動詞とそれと同義、類義性の高い動詞が結合する。
　可能性その３
　ある動詞にそれと関連性（これについては第三章で詳述）の高い動詞が結合する。後項が比喩的に
転義、派生して、それに見合う新たな動詞とも結合する場合がある。
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　可能性その４
　移動、運動を表す動詞は上下、左右、出入、周回の運動を表す動詞と結合する。後項は、やはり比
喩的に転義、派生して必ずしも運動を表さなくなる場合があり、その際はそれに見合う非移動（運動）
動詞とも結合する。
　可能性その５
　その３、その４で述べた‘それに見合う’動詞とは、転義、派生した後の後項と似通った意味特徴
を持つ動詞のことである。例えば、後項　―抜く　には風呂の栓を引き抜く　のような文字通りの意
味の他に　命の限り戦い抜く　のように‘最後まで（苦労して）やり遂げる’という転義、派生した
意味も見られるが、そうなった後は〈苦しい、努力する、成し遂げる〉という意味特徴を持つ動詞を
引き付けるようになる。
　生き抜く　　　　戦い抜く　　　　攻め抜く
　勝ち抜く　　　　走り抜く
　困り抜く　　　　守り抜く
　遊び抜く　～　歩き抜く　～　走り抜く　～　戦い抜く　の順で受容度が上がる。
　可能性その６
　主主特殊型後項となる幾つかの動詞は、常識的にそうなることが多い動詞と半ば慣用的にしばしば
結合する。（例えば、―忘れる　は私たちが日常忘れることが多い行動を表す基礎動詞、書き―、読み
―、出し―、買い―、などと結合しやすい。）
　可能性その７
　どの動詞も　打ち―、掻き―、差し―、立ち―、取り―、引き―、その他少数の前項動詞と結合し
て意味内容に特殊な変化を受ける。
　可能性その８
　可能性その１、その２以外では、全体のイデイオム性が高まって、補補ｃｖもしくは分解不可能に
なる例が出現する。ただし両項の意味特徴は保持される。
　ｃｖは、基本的にはある一つの動詞で表される意味内容に、別の動詞を用いてより詳しい説明を加
えようとしたものであろう。
　副詞句などを用いて同じ内容を表すことは不可能ではないが、ｃｖは統語上は一語として取り扱わ
れるので‘一語’に上記のような複雑な情報を盛り込めるという利点が考えられる。二つの要素を単
に並列するのではなく、片方を連用形にして結合させる濃密な複合の仕方を取っており、しかもその
内部で比喩的な変化が起こるので、語数としては最低の一語でより多く、複雑な、また、微妙な動詞
表現が可能になる。主補ｃｖ後項の中には専らｃｖの後項になった時のみ出現する意味を持つものさ
えあり、さらに結合語に両項からは予測しにくい高度にイデイオム化した新しい意味を持つものも出
現する。この便利さと経済性が、時代とともにあるものを使わなくなったり、新しい結合を作り出す
ことを繰り返しながら、私たちがｃｖを多用し続ける一つの原因であると考えられる。
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
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アラス
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アルク
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イタム
イタメル
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イドム
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ウカガウ
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ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
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ウム
ウメル
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ウレル
ウロツク
エガク
エグル
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エラブ
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オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
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オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
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サワグ
シオレル
シカル
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シズマル
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シタタル
シタテル
シナダレル
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シバル
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シマウ
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シメス
シメル
シャガム
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ジャレル
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シラケル
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シル
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スエル
スカス
スガル
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スゲル
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スレル
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セマル
セメグ
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ソゲル
ソソグ
ソソル
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ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
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ダク
タグル
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ダス
上げる（揚げる）
②
②
④
　　　
③
①
③
②
③
①
③
②
③
①
①②
①
②
①
③
②
②
②
③
②
①
③
①
①
②
③
①③
②
②
②
②
③
②
①
①
③
③
③
②
②
②
③
②
①
①
別表１　
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
③
④
①
①
②
②
①
①
①
①④
②
③
①
①
②
②
②
③
①②
②
③
③
①
①
①
③④
①④
①
①
①
④
①
①
②
②
②
④
①③
①
③
②
②
①
②
②
③
③
①
③
②
②
②
①
②
③
③
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アイス（ル）
アオグ
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アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
合わせる（合わす）
④
③
④
①
操③来④
③
④
②
①
①
②
①
①
②
②
①
①
③
③
①
①
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
（縒）
②
①②
①
①
①
①
①
②
②
②
④
①
①
①
①
④
①
①
⑤
①
③
⑤
①
③
③
④
③
①
⑤
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
入　る
④
①
①
④
（⑥）
④
⑥
①
③
②
③
③
⑥
①
①
②
①
②
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①⑤
⑤
①
①
⑤
③
④
⑤
④
①
③
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
返　す
①
①
①
①
①
①
①
①
①
②
③
①②
④
②
①
③
①②
③
①
②
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
①
①
①
①
①
②
③
①②
③
①
①
③
③
①
③
④
③
②④
②
①
①
④
①②
①
①
②
①
－134－
中村：日本語複合動詞の意味形成と特性
アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
かける
①
①
①
②
①
①
①
①
①
①
③
①
①
③
⑤
①
①
①
①
①
①
③
①
①
①
④
①
①
①
①
①
①
①
①
③
③
①
①
①
①
③
別表５
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経営・情報研究No. 2（1998）
タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
⑤
④
①
①
①
①
⑤
③
①
①
③
①
①
①
④
①
①
①
②
③
③
①
②
⑤
①
②
②
③
⑤
⑤
④
③
①
①
①
④
③
①
①
①
③
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
②
④
③
②
⑥
②
②
②
②
①⑥
③
⑤
②
②
③
②
①
②
③
①
③
②
②
②
①
②
②
③
③
⑥
②
③
③
②
②
②
③
②
③
③
③
②
閉②締⑥
切　る別表６
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
⑤
③
②
②
②
②
⑥
②
③
②
③
②
②
②
②
②
③
②
②
③
③
②
②
②
⑥
②
①
②
⑤
④
⑥
③
③
②
⑤
③
①
②③
③
②
②
⑥
②
②
②
⑤
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
⑤
　
　
⑤
　
　
　
②⑤
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越　す別表７
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
①
②
④
⑥
①
⑥
⑤
②
⑥
②
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
⑨
⑤
⑥
⑥
　
　
②
①
②⑧
②
　⑥
　①⑧
②
⑦
　⑥
　
⑥
①
①
⑥
　①
①⑪
①
　⑥
　⑥⑧
　⑥
③
③
　③
　③
⑥
　
　④
③
①
③
⑥⑦
　
①
　
　
　
⑥
　
⑥
⑥
⑦
⑥
⑥
　
⑥
①
①
　①
⑤
⑪
③
⑥
①
　
　
　
①
①
　
②
③
　
④
　
⑥
　
②
⑥
⑥
　
　
　⑥
③
⑤
③
　
①
　⑦
①
⑪
　⑦
⑥
　①
②
⑤
⑥
①
⑤
③
③
　
込　む別表８　
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
⑩
⑥
⑥
⑥
⑥
⑥
⑪
⑪
⑥
⑥⑦
①
⑪
⑥⑩
③
①
②
①
①
⑤
⑥
⑤
③
⑦
①
⑦
③
①
①
①
⑦
①⑥
①
③
①
①
⑥
⑤
①⑥
⑥
⑤⑥
②
③
⑧
①⑦
②
①
①
③
①⑥
⑧
⑥
④
④
①
⑦
⑥
③
①
⑥
⑪
①
①
⑪
⑦
①
②
⑥
①
①
③
⑥
⑤
⑤
⑥
①
③
①
⑥
⑨
⑥
⑪
②
①
①
⑪
①⑥
①
⑤
③
⑥
⑪
⑪
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
×
③
③
④
②
×
　
　
×
①
①
×
×
①
　
①①④
③
④
　①
④
①
①
　
×
　①
①
①
　①
　
　③
　
×
④
　①
　①
　
①④
③
①
④
　
①
　
②
　
①
①
　
④
①
　
①
①
×
　
×
×
①④
④
①
×
①
×
①
　×
　
　×
×
③
③
　
①
①
　×
×
　
×
①
　
②
①
　×
　
×
×
　
①
×
×
①
　
×
④
①
　
　
①′
②
×
×
×
④
×
×
①
　×
′
出　す
（済）
別表９
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
③
①
①
×
×
①
④
①
①
①
①
①
①
×
③
④
②
×
①
①
①
①
×
×
×
②
②×
①
①
①
×
①
①
①
①
①
①
　×
×
①
①′
①
×
①
①
×
×
×
①
×
①
×
×
①
①
①
×
×
×
③
①
×
①
②
①
④
①
×
①
①
×
①
③
（×似）
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
①
　①②
　
④
④
①⑤
①
④
④
　
　①
　
　
　
　①
　
　⑤
　
①
⑤
　
①
　
　
　
　
　
　
　
④
①③
　
⑤
　
　
　
　
　
①④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
①
①
①
③
　
立　つ別表10　
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
①
①
②
⑤
①
⑤
②
⑤
①③
④
②
②
③
②
③
⑤
③④
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
③
③
③
③
③
　③
　
③
　
　①
③′
　
　
　
③
　①
　
　
　
　
　
　
　③
③
　③
③
③′
　
　
③④
　
　
　
③
②
　
　
　
　
③′
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　③
③
④
　
立てる
（射）
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
③
②
③
⑤
③
③
③
③
③
③
③
⑤
③
①
③
④
③
①③
③
③′
③′
③
③④
③′
③
③
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
③
⑤
②
　④
　
③
③
①
④
　⑥
　
②
　③
　
　
③
①
　①
③
　
　
　
　④
　
　
　④
④
②③
④
　
⑤
　
　
①
　
⑤
　
③
③
　
①
③
①
　
　
　
　
②③
　
②
　
①
　③
①
　
　
　
②
①
　
　
①
　
　③
④
②′
③⑤
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
③
④⑤
⑥
⑥
⑤
⑥
③
⑥
②
④
①
③
④
③
③
②
①
④
⑥
③⑥
①
⑤
①
⑤
②③
①
⑤
②′
①
③
⑤⑥
①
④
⑥
⑥
②′
⑥
②
⑥
①
⑤
③⑥
⑥
⑤
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
①
　
　
②
①
②
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
②
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
①
③
①
①
③
②
④
①
③
①
①
①
④
①
①
③
①②
①
①②
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
②
　
　
　
　①
　②
　
　
①②
　
　
　
　
　
　
　
　①
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払　う別表14
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
②
②
①
②
②
①
②
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アイス（ル）
アオグ
アオル
アガメル
アガル
アキラメル
アキル
アキレル
アケル
アゲル
アザムク
アサル
アズケル
アソブ
アタタメル
アタル
アツカウ
アテル
アバク
アバレル
アビセル
アブル
アフレル
アマル
アム
アラウ
アラス
アル
アルク
アレル
アワセル
イウ
イカス
イカル
イガム
イキル
イケル
イサム
イジメル
イジル
イタム
イタメル
イタワル
イテル
イドム
イノル
イバル
イビル
イブス
イム
イル
イレル
ウエル
ウカガウ
ウカブ
ウカベル
ウカレル
ウク
ウケル
ウゴク
ウスレル
ウタウ
ウツ
ウツス
ウツル
ウナズク
ウバウ
ウマル
ウマレル
ウム
ウメル
ウル
ウレル
ウロツク
エガク
エグル
エム
エラブ
エンジル
オイル
オウ
オオウ
オガム
オギナウ
オキル
オク
オクル
オコナウ
オゴル
オサエル
オサマル
オサメル
オシエル
オス
オソウ
オソレル
オダテル
オチル
オトス
オドス
オドル
オドロク
オビク
オボエル
オボレル
オモウ
オヨグ
オヨブ
オリル
オル
オレル
オロス
カウ
カエル
カカエル
カガム
カガヤク
カカル
カカワル
カク
カグ
カクス
カクレル
カケル
カコウ
カサナル
カサネル
カザル
カジル
カス
カスメル
カセグ
カゾエル
カタメル
カタラウ
カタル
カツ
カツグ
カナグル
ガナル
カネル
カバウ
カマウ
カム
カモス
カヨウ
カラマル
カラム
カラメル
カリル
カル
カレル
カワク
カワス
カワル
カンガエル
カンジル
ガンバル
キエル
キオウ
キク
キコエル
キシム
キザム
キズク
キセル
キソウ
キタエル
キマル
キメル
キル
キレル
キワメル
キンジル
クイル
クウ
ククル
クグル
クサル
クズス
クスネル
クズレル
クダケル
クタビレル
クダル
クチル
クドク
クバル
クム
クモル
クラウ
クル
クレル
クワエル
ケス
ケズル
ケル
コウ
コエル
コオル
コク
コグ
コゲル
コゴエル
コスル
コソゲル
コヅク
コネル
コビル
コボレル
コマル
コム
コモル
コラエル
コル
コロガル
コロゲル
コロス
コワレル
サエル
サガス
サク
サグル
サケブ
サゲル
ササエル
ササクレル
ササゲル
サス
サソウ
サトル
サビル
サマヨウ
サル
サワグ
シオレル
シカル
シク
シズマル
シズム
シタタル
シタテル
シナダレル
シヌ
シノブ
シバル
シボル
シマウ
シミル
シメス
シメル
シャガム
シャクル
シャブル
シャベル
ジャレル
ジュクス
ショゲル
シラケル
シラベル
シル
シレル
ジレル
シンジル
スウ
スエル
スカス
スガル
スギル
スク
スクウ
スクム
スゲル
ススム
ススメル
ススル
ステル
スベル
スム
スル
ズル
スレル
ズレル
スワル
セク
セマル
セメグ
セメル
セル
センジル
ソウ
ソグ
ソゲル
ソソグ
ソソル
ソダテル
ソナエル
ソビエル
ソメル
ソル
ゾンジル
タエル
タオレル
タカメル
タク
ダク
タグル
タケル
ダス
②
　③
　
②
　
　②
②
　
　
　
　①
　
　
　
　
　
　
　②
③
　
　①③
　
　
③
　
①
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　②
　
　
②
　
分ける別表15
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タスケル
タズネル
タタエル
タタカウ
タタク
タタム
タツ
タテル
タドル
タノム
タベル
ダマス
タマル
ダマル
タメル
タヨル
ダラケル
タラス
タルム
タレル
ダレル
チカウ
チギレル
チヂム
チル
ツカウ
ツカム
ツカレル
ツキル
ツク
ツグ
ツクル
ツケル
ツゲル
ツタエル
ツツク
ツツム
ツヅル
ツドウ
ツトメル
ツナグ
ツマム
ツム
ツメル
ツモル
ツラヌク
ツル
ツルス
ツレル
デキル
テラス
テル
デル
トウ
トオル
トカス
トク
トグ
トケル
トジル
トツグ
トドケル
トドメル
トドロク
ドナル
トブ
トマル
トメル
トル
ナガス
ナガメル
ナガレル
ナク
ナグ
ナグサメル
ナグル
ナゲク
ナゲル
ナス
ナスル
ナダメル
ナダレル
ナデル
ナノル
ナメル
ナラウ
ナラブ
ナラベル
ナル
ナレル
ニエル
ニオウ
ニギル
ニゲル
ニジム
ニジル
ニラム
ニル
ヌウ
ヌク
ヌグ
ヌグウ
ヌケル
ヌスム
ヌル
ヌレル
ネガウ
ネカス
ネジル
ネジレル
ネバル
ネムル
ネメル
ネラウ
ネル
ネンジル
ノガレル
ノス
ノセル
ノゾク
ノゾム
ノタウツ
ノノシル
ノビル
ノベル
ノボセル
ノボル
ノム
ノメル
ノル
ハイル
ハウ
ハエル
ハガス
ハカル
ハガレル
ハク
ハグ
ハゲマス
ハゲル
ハコブ
ハサム
ハジク
ハジケル
ハシャグ
ハシル
ハジル
ハセル
ハタク
ハタラク
ハナス
ハナレル
ハネル
ハマル
ハム
ハメル
ハヤス
ハラウ
ハル
ハレル
ヒエル
ヒカル
ヒク
ヒシメク
ヒタル
ヒネクル
ヒネル
ヒビク
ヒラク
ヒロウ
フウジル
フカマル
フカメル
フク
フクレル
フケル
フサグ
フザケル
フス
フセグ
ブツ
ブツカル
ブツケル
フム
フル
フルウ
フルエル
フレル
ヘバル
ベンジル
ホウムル
ホウル
ホエル
ホジクル
ホス
ホッツク
ホホエム
ホメル
ホル
ホレル
ホロブ（ビル）
マウ
マカル
マガル
マギレル
マク
マクル
マ（メ）クレル
マケル
マザル
マジル
マゼル
マツ
マツル
マツワル
マトメル
マナブ
マネク
マモル
マヨウ
マルメル
マワル
ミエル
ミガク
ミセル
ミダレル
ミチル
ミトメル
ミナギル
ミル
ムカウ
ムカエル
ムク
ムサボル
ムシル
ムス
ムスブ
ムセブ
ムセル
ムレル
メカス
メクル
メグル
メス
モウス
モエル
モガク
モグ
モグル
モダエル
モタセル
モタレル
モツ
モツレル
モテル
モトメル
モム
モラウ
モル
モレル
ヤク
ヤクス
ヤケル
ヤジル
ヤセル
ヤツレル
ヤトウ
ヤブル
ヤブレル
ヤム
ヤル
ユウ
ユク
ユスル
ユズル
ユデル
ユルグ
ユルス
ユレル
ユワエル
ヨウ
ヨケル
ヨゴレル
ヨセル
ヨブ
ヨム
ヨル
ヨロコブ
ヨワル
ワカツ
ワカル
ワカレル
ワク
ワケル
ワスレル
ワタス
ワタル
ワビル
ワメク
ワラウ
ワル
ワレル
②
③
①
②
②
②
○
①
①
①
③
①
